
概要

基本情報

四条通

・路線名 ：市道 嵐山祗園線
・区間 ：京都市下京区長刀鉾町～同市東山区川端町
・延長 ：1.12㎞
・道路規格：－
・幅員 ：22.0ｍ
・設計速度：－
・検討体制：「歩いて楽しいまちなか戦略」推進会議

（会長 塚口博司 立命館大学教授等）

・事業段階：維持管理
・事業年度：2006～2015年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：景観地区
・景観計画：景観重要公共施設
・事業者 ：京都市

四条通は、京都市の中心部を東西につなぐ主要な幹線
道路である。特に川端通から烏丸通の区間は、市内最大
の商業・業務地であると同時に、鉄道や路線バスを乗り
継ぐ交通結節点としても機能している。
歩行者中心の中心市街地「歩くまち・京都」の実現に

取り組む京都市では、四条通りの再整備を重要施策の一
つに位置づけ、車線数の削減と歩道の拡幅を行い、歩行
者の快適性と公共交通の利便性を高めるとともに、都心
部の商業施設等へのアクセスを向上させることで、まち
の賑わい創出を図った。

① 目抜き通りにおける車線の削減により、ゆとりある歩行空間を確保

② 系統別に分かれていたバス停を集約し、コンパクトなテラス型バス停を設置

③ 沿道施設の需要に応じた停車スペースの配置

事例のポイント
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<背景>

四条通の川端通～烏丸通間は、市内の路線バ
スが集中する主要路線であるとともに、鉄道の
連絡口が多数存在していることから、鉄道と路
線バスを乗り継ぐ主要な交通結節点である。

しかしながら、バスやタクシー、貨物車両等
の駐停車が集中し、バスが停留所に正着できな
いことから、バスの乗り降りが不便な上、一般
車両の走行の妨げとなっていた。また、歩道に
は歩行者とバス待ち客が輻輳し、歩きづらい上
に、バス停が系統別に乱立する不便な状態に
あった。

<目的>

既存の道路空間を再配分することで、誰もが
快適に歩ける歩行空間を確保するとともに、四
条通を交通ターミナルとして捉え、路線バスの
走行環境と停留所の利用環境を改善し、公共交
通の利便性を高めることで、市内各所からまち
なかへのアクセス向上を図った。

＜検討体制＞

・「歩いて楽しいまちなか戦略」推進会議
京都の伝統的な魅力と繁華街の活力が凝縮された「歴史的都心地区」において、安心・安全で快適な歩

行空間とまちなかの賑わいを創出するべく、地域住民、沿道事業者、関係行政、学識者によって、歩行者
と公共交通優先の「歩いて楽しいまちづくり」について協議するための会議を設置した。交通事業者を含
む関係者がフラットに協議できる場を設け、利害の異なる多様なステークホルダーの合意形成を図った。

四条通

▲整備前の状況

手
段

目
的

※京都市提供▲社会実験の様子

背景・目的

実施体制
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・歩道拡幅
車道を構成する４車線の内、歩道側の２車線は駐停車車両によりほとんど機能していない状態にあった。

そこで、歩道側の車線をそれぞれ削減し、片側3.5ｍだった歩道幅員を最大２倍まで拡幅している。
なお、祭りの開催に配慮して、横断防止柵や中央帯の道路鋲は着脱可能な仕様を採用するとともに、信

号機は回転可能な構造としている。

・テラス型バス停の設置
区間内に16ヶ所存在したバス停について、西行き、東行きともに｢四条河原町｣と｢四条高倉｣の2ヶ所に

それぞれ集約の上、歩道から張り出すテラス型バス停を設置している。
通常、バス停車部は歩道側に切り欠くのが一般的であるが、車道側に張り出すテラスを採用することで、

バス待ちのための空間を広く確保するとともに、歩道と隙間を空けずにバスが停車できることから、乗り
降りの便が向上している。バス停延長は、３台分のバスが停車できる延長となっている。（｢四条高倉」
西行き・東行きと｢四条河原町」西行きは36ｍ、「四条河原町」東行きは28ｍ）

・沿道アクセスのスペース（車両の停車スペース）
一般の来訪車両や物流車両が沿道にアクセスする際に、車を一時的に停車できるスペースを15ヶ所

（32台分）設置している。沿道アクセスのスペースは、整備前の沿道アクセスの状況を踏まえ、原則とし
て各細街路の間に設置している。
また、大型商業施設近傍に２ヶ所、客待ちが可能なタクシー乗り場を設置している。

※ 調査協力：京都市 都市計画局 歩くまち京都推進室
建設局 道路建設部 道路環境整備課
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・舗装更新
現行の石張り歩道と外観が同水準で、メンテナンスが容易な舗装材として、石製ブロック（自然石）を

採用している。既存アーケード部は商店街、拡幅部は市が主体となり、同一のパターンと素材にて、一体
的な整備を行っている。

・その他道路付属物の更新
横断防止柵は、意匠性の高い現在の防護柵を移設して再利用するとともに、道路照明灯は既存のものを

利用している。
また、電線共同溝の地上機器等については、一部の地下埋設物の状況により移設が困難なものを除いて、

車道側へ移設している。

整備内容

※京都市提供
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概要

基本情報

花見小路

・路線名 ：市道 花見小路通
・区間 ：京都市東山区祇園町南側～同市東山区小松町
・延長 ：0.33㎞
・道路規格：－
・幅員 ：7.0ｍ（代表幅員）
・設計速度：－
・検討体制：祇園町南側地区協議会,京都市 他
・事業段階：維持管理
・事業年度：1999～2001年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：景観地区,地区計画
・景観計画：景観重要公共施設
・事業者 ：京都市

明治初期に整備された衹園甲部歌舞練場を中心に、お
茶屋や料理屋が軒を連ねる祇園町は、京都を代表する風
情ある町の一つである。花見小路は、四条通から建仁寺
に至る、祇園町南側地区のメインストリートである。
1980年代から地区外資本による新たな事業や建物の進

出によって、まちの景観が変化を見せる中、地域住民の
主導の下、町並み保全と地区の活性化を目的とした協議
会が発足した。協議会が発足した。市の独自条例と景観
協定に基づく沿道建築物に対する行為制限により、景観
保全を図るとともに、地域に相応しい道路を目指し、歩
車共存型の道路を整備したものである。

① 舗装パターンを用いたイメージ狭さくにより、歩行者空間（路側帯）を拡幅

② 無電柱化に伴う地上機器を民地内に設置するとともに、柱状機器を枝道に設置

③ 町並み保存と併せて、地域が主体的に防火・防災活動を展開

事例のポイント
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京
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<背景>

明治以降、建仁寺の門前町として発展した祇
園町では、1980年代から地域外資本による事業
や建物の進出とともに、まちの景観に変化が訪
れ始めた。そこで、地域住民が主体となって協
議会を設立し、市の独自条例に基づく修景地区
の指定を受けるとともに、沿道建築物への行為
制限による景観保全の方針を決定した。

こうした動きの中、京都市では、電線・電柱
が入り乱れ、沿道の町並みを阻害していた花見
小路の道路整備を計画した。

<目的>

以下の整備方針の下、道路整備を計画した。

・生活と観光の二面性に配慮した空間形成
・快適な歩行者空間の確保（歩行者空間のネッ
トワーク創出）

＜検討体制＞

京都市が、地域住民による「祇園南側地区協
議会」と一体となって道路景観整備事業に取り
組むとともに、７社の参画を得ながら、要請者
方式による電線類の地中化を実施した。

道路のデザインについては、市が協議会、及
び技術者のボランティア集団「アートテックま
ちなみ協議会」の協力を得ながら検討を進めた。

花見小路

衹

衹

※京都市景観・まちづくりセンター提供

＜事業実施上のポイント＞

町並みを守る手段として、文化財的保護の観点から町並みを保存する「伝統的建造物群保存地区」では
なく、現在の暮らしや商売を優先しながらデザインを保存・継承する「衹園町南歴史的景観保全修景地
区」の採用を、地元協議会が選択した。

こうしたまちづくり意識の高い地元協議会・地域住民から、工夫や協力が得られたことがポイントとし
て挙げられる。

・地域に自動車が流入する一因ともなっている｢場外馬券売り場ウインズ京都｣に対して、本事業への理解
と協力を求めるため、協議会が自ら説明を行った。

・電線類地中化にあたり地上機器の設置が必要となるが、衹園甲部歌舞練場からの協力を得ることで、敷
地内の塀の後ろに無償で設置し、一般通行者から見えないようにした。

・花見小路付近で必要になる電力用の変圧器･開閉器について、枝道の沿道住民から賛同を得ることで、
枝道に位置する電柱に添架設置した。

手
段

目
的

背景・目的

実施体制
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・舗装による歩行者通行帯の明示
自動車交通の規制ができないことから、車道中央部と路肩部の舗装パターンを変えること、車道中央部

の端部には長方形の石材を用いることで、路肩側への逸脱を抑止するなど、歩車共存道路と類似の視覚的
効果を狙った石張り舗装とした。
また、路面の凹凸をできるだけ減らし、目地を狭くするなど、バリアフリーにも配慮している。

・無電柱化
電線類地中化による無電柱化を実施するにあたり、地上機器は民地内の塀の後ろ側に設置するとともに、

接道にある電柱に変圧器・開閉器を添架し、街路景観においてその存在が認識できないようにした。
地中化配線の沿道民家への立ち上げ管路についても、壁面の外観を損なわないように、格子により目隠

しを施している。

・道路付属物の整備
照明柱などの道路附属物は、まちの雰囲気に合わせたオリジナルデザインを採用した。

※ 調査協力：京都市 建設局 道路建設部 道路環境整備課
※ 参考文献：道路行政セミナー2003年4月号「京都市の花見小路景観整備事業」
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▲石張り舗装

・周辺市道の舗装整備
地区内の近隣路線（南園小路，御陵前通，青柳小路等）においても、舗装整備のほか、一部路線の一方

通行化を実施している。

・沿道家屋の維持管理への補助金の活用
京都市市街地景観整備条例に基づく「歴史的景観保全修景地区」に指定することで、新築・模様替えに

あたっては、市長の認定が必要になるほか、修理・修景について市が一定の補助金を交付している。

関連事業

整備内容

▲周辺市道の舗装整備 ▲補助金を活用した沿道修景

▲舗装埋め込みサイン▲道路照明▲ゲートサイン
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概要

基本情報

御池通まちかど駐輪場

・路線名 ：市道 二条停車場・東山・三条線
・区間 ：京都市中京区下本能寺前町ほか
・延長 ：－（全17ヶ所）
・道路規格：－
・幅員 ：－
・設計速度：－
・検討体制：－
・事業段階：維持管理
・事業年度：2009年度～
・用途地域：商業地域
・地域地区：景観地区（沿道型美観地区）
・景観計画：景観重点地区

「御池通沿道景観形成地区」
・事業者 ：京都市

京都市のシンボルロードである御池通は、駐輪需要の
高い地下鉄の出入口をはじめ、交通・景観の面から放置
自転車対策が大きな課題となっていた。
そこで、平成14年に完成したシンボルロード整備（側

道の廃止）の際に設けられた広い植樹帯を活用して、有
料路上駐輪場を整備したものである。駐輪場は、生育の
悪い南側歩道の低木植栽帯への設置を基本とし、駐輪車
両の目隠しを設置するとともに、駐輪機器類の意匠につ
いて、街路景観への影響を最小限に抑えるための工夫を
行った。

① 広幅員の植栽帯を活かした駐輪場の設置による路上駐輪の解消

② 官民が連携し、市が基盤整備、民間が施設の整備・運営を担当

③ 沿道の企業や団体による花壇の設置・管理

事例のポイント

事
例
の
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徴
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京
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位置図（ S=1/25,000 ）

目
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※沿道に全17ヶ所のポート設置

278



空
間
再
配
分
に
よ
る
交
通
モ
ー
ド
の
共
存
・
適
正
化

SECTION

PLAN

地
区

道
路

※京都市提供

BEFORE

AFTER

※京都市提供
AFTER

BEFORE

※京都市提供

279



京
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<背景>

京都市は、自転車利用環境の整備として「改
訂 京都市自転車総合計画」において、自転車等
駐車場の整備にあたり、利用者の便に配慮した
配置や、無料自転車等駐車場の有料管理型自転
車等駐車場への転換などの方針を示している。

御池通では、駐輪需要の高い地下鉄の出入口
があり、交通・景観の面から駐輪対策が大きな
課題となっていた。しかしながら、用地確保が
困難なことや財政上の理由から、道路占用によ
る路上駐輪場の設置、および設置から管理運営
まで含めた民間業者への委託が検討された。

<目的>

歩行者安全対策も兼ねて、景観阻害要素であ
る放置自転車を減らすべく、沿道型美観地区で
ある御池通の景観と調和した路上駐輪場を整備
することを目指した。

＜事業実施上のポイント＞

京都市が既存の植樹帯を活用した駐輪スペースの基盤整備を実施するのに併せ、民間事業者が道路占用
許可を受けた上で路上駐輪場を整備した上で、運営管理を行っている。

なお、事業者の選定は公募を通じて行われ、公募にあたっては、駐輪機器が御池通シンボルロードのデ
ザインコンセプト「自然や周辺景観を引き立てる控えめで洗練された造形」を踏襲することを条件に、形
態意匠の基本方針や具体的なデザインのイメージを市が提示した。

御池通まちかど駐輪場

▲公募時の整備イメージ

手
段

目
的

※京都市提供

背景・目的

実施体制

景観に配慮した道路整備の推進に取り組む京都市では、折しも道路設計の基本的な考え方「京都スタ
ンダード」を示した「京のみちデザイン指針」の策定中であったことから、デザイン指針の検討委員
会・委員長（学識者）の意見を参考に、上記基本方針を決定した。
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・事業者の公募による有料駐輪場の整備

・駐輪場
歩道における駐輪場の配置については、自転車通行帯と駐輪場の分離を図るとともに、植栽の生育が悪

い南側歩道の植樹帯を中心に作り替えることとした。
駐輪場の居室・場内通路と自転車通行帯との境界には、歩行者から駐輪車両を見え隠れさせる柵やプラ

ンター植栽を設置したほか、車道側の目隠しとして低木の植栽を施している。なお、街路景観への影響を
最小限に抑えるため、シンボルツリーである既存のケヤキはそのまま残した。
駐輪場本体については、案内板などのサインをシンプルかつコンパクトな形状するとともに、ラックを

線的かつシンプルな意匠にデザインしている。

※ 調査協力：京都市 建設局 自転車政策推進室 基盤整備係

空
間
再
配
分
に
よ
る
交
通
モ
ー
ド
の
共
存
・
適
正
化

▲路上駐輪場の整備パターン

▲川端七条自転車等駐車場
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▲植栽帯との関係

・御池通シンボルロード再整備事業
歩いて楽しいまちづくりと低炭素社会づくりの一環として、本駐輪場整備と併せて、市民や沿道企業の

方々から協賛を募った「スポンサー花壇」を歩道上に設置し、四季折々の花が楽しめる「四季の花みち」
として植栽の充実を図っている。

▲柵、ラック ▲太陽光パネル充電設備、LED照明

関連事業

その他

整備内容

▲精算機
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概要

基本情報

御堂筋

・路線名 ：国道25号、国道176号
・区間 ：大阪市中央区北浜～同市中央区難波
・延長 ：約3.0km
・道路規格：第4種第1級
・幅員 ：44.0ｍ
・設計速度：60㎞/h
・検討体制：御堂筋空間利用検討会

（委員長 村橋正武 大阪工業大学教授）

・事業段階：設計
・事業年度：未定
・用途地域：商業地域
・地域地区：都市再生特別地区（一部）地区計画（一部）
・景観計画：景観重点地区「都市中央部景観形成地域」
・事業者 ：大阪市

御堂筋は、大阪市の中心部を南北に縦断する幹線道路
である。
市中心部の交通状況が変化する中、自動車交通量が約

40年前に比べ約4～5割減少する一方、自転車交通量は約
40年前の約6～7倍と大きく増加している。これにより、
歩行者と自転車が歩道内で輻輳していたため、歩行者の
安全と自転車の円滑な通行を確保することが求められて
いた。
そこで、東西の側道を廃止し、これを歩行者及び自転

車のための空間として再編する計画を進めている。

① 側道閉鎖の社会実験により、自転車走行空間と歩行者空間の改善策を検討

② 広幅員の植栽帯を活かした駐輪場の設置による路上駐輪対策

③ 官民が連携し、市が基盤整備、民間が各種施設の整備・運営を担当

事例のポイント

事
例
の
特
徴

大
阪
府

大
阪
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

※大阪市提供

難波駅

172

12
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<背景>

御堂筋は、｢グランドデザイン・大阪｣や｢大阪
都市魅力創造戦略」の中で、象徴的なエリアの
一つとして「御堂筋側道の歩行者空間化」や
「御堂筋沿道のクオリティの高いにぎわい空間
の形成」などが位置付けられている。

<目的>

近年の交通状況の変化を踏まえ、都市の魅力
向上に資する取り組みとして道路空間の再編を
実施し、｢憩いや交流、活力形成に資する空間｣、
｢人にやさしく歩きやすい空間｣、｢大阪の顔とし
てふさわしい空間｣を形成することを目指してい
る。

＜検討体制＞

・御堂筋空間利用検討会
国土交通省と大阪市が共同で検討会を設置し、御堂筋とその周辺地域の状況や課題を踏まえ、広く市民

や道路利用者の合意形成を図りながら、今後の御堂筋の道路空間利用のあり方について検討を行っている。

・協働による魅力ある道路空間形成の推進
空間利用の適正化を図る上で、行政と地元が一体となって、新しい道路空間利用のあり方、自転車の使

い方などについて、ローカルルールを策定することも検討している。

また、このようなローカルルールの策定や運営のほか、御堂筋の道路空間や沿道建築物等を活用した継
続的なイベント等の開催、さらには沿道の建築物が中心となった御堂筋の空間デザインや演出など、御堂
筋の魅力や賑わいを高めていく上で、沿道の住民や企業、地権者等による自主的な取り組みが重要となる。

現在、御堂筋では、様々なまちづくりＮＰＯが存在するとともに、国・市・市民の三者協定による、数
多くのボランティアサポートが展開されている。そこで、このような官民協働によるまちづくり活動を拡
大し、空間利用の適正化や活性化に向けた意識の共有を図るとともに、積極的なエリアマネジメント活動
の展開を検討している。

御堂筋

▲御堂筋の道路空間再編に係るこれまでの主な検討経緯

手
段

目
的

背景・目的

実施体制
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・停車機能の確保
・荷降ろしや人の乗降などに必要な停車機能を確保する。
・停車空間では、荷降ろしのトラックや観光バスなどが停車できるスペースの確保する。

・多機能空間の創出
・沿道地域の特性に応じ、憩いや交流、活力形成に資するさまざまな機能を官民が連携して歩道空間に
導入、もしくは誘導する。

・土佐堀通～中央大通では、沿道の壁面後退空間との一体的な活用を図る。
・様々な使い方が可能な多機能空間となるよう、自転車駐輪場の設置は必要最小限に限定する。

・歩行者交通空間の安全性・快適性向上
・イチョウの根上がりの補修や段差の解消、多言語に対応した案内板など、ユニバーサルデザインに配
慮した快適な歩行環境を創出する。

・撤去活動を継続するなど、自転車を放置しにくい環境づくりに努める。
・自転車通行空間は、利用者の利便性を考え、双方向通行可能な空間を東西両側に設置する。

※ 調査協力：大阪市 建設局 総務部 企画課
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・大阪の顔としての魅力ある空間形成
・御堂筋を象徴するイチョウ並木の4列配置を基本的に維持し、
道路空間の再配分に伴うイチョウの移設は、最小限とする。

・照明灯や舗装などの道路施設は、まちと一体的なものとなる
よう、沿道景観との整合性を図る。

・自動車交通影響の緩和
・側道閉鎖による自動車交通への影響を緩和する方法として、
右左折レーンを設置する等、交差点改良を実施する。

※大阪市提供

側道（緩速車線）の通行を規制し、自動車等の通行空間を６車線
から４車線に削減する社会実験を行った。

▲自動車交通に対する影響の緩和

※大阪市提供

参考

整備内容
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概要

基本情報

天王寺大和川線

・路線名 ：市道 天王寺大和川線
・区間 ：大阪市阿倍野区天王寺町南～

同市住吉区山之内元町
・延長 ：5.52㎞
・道路規格：第4種第3級（検討中）
・幅員 ：29.0ｍ
・設計速度：30㎞/h（検討中）
・検討体制：天王寺大和川線整備計画検討会議

（委員長 日野泰雄 大阪市立大学大学院教授）

・事業段階：設計
・事業年度：2004年度～
・用途地域：第1種住居地域ほか
・地域地区：－
・景観計画：景観計画区域
・事業者 ：大阪市

天王寺大和川線は、大阪南部の主要ターミナルである
天王寺から大和川を結ぶＪＲ阪和線沿いの都市計画道路
である。
当初、鉄道と一体となった二層式高架構造による「阪

神高速 大阪泉北線」の整備を計画していたが、社会情勢
の変化を鑑みて都市高速道路計画を見直し、鉄道のみ高
架化するとともに、高速道路の予定地と旧線路敷を緑地
と一体となった道路として計画したものである。
現在、地域のネットワーク強化や、周辺公園との一体

化を目指して、地域住民などが主体となって検討を進め
ている。

① 社会情勢の変化を踏まえ、都市高速道路から一般道路へ都市計画変更

② 広幅員の区間は公園として整備するなど、沿道に応じた整備メニューを選択

③ 沿道の公園や駅前広場と一体となった道路空間の創出

事例のポイント

事
例
の
特
徴

大
阪
府

大
阪
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

※大阪市提供

天王寺駅

286



親
水
空
間
・
公
園
緑
地
の
一
体
的
な
整
備
に
よ
る
環
境
改
善

SECTION

※大阪市提供PLAN

地
区

道
路

BEFORE

287



大
阪
府

大
阪
市

<背景>

天王寺大和川線は、大阪南部の主要ターミナ
ルである天王寺から大和川を結ぶ、ＪＲ阪和線
沿いの高速道路計画予定地に整備される、都市
計画道路である。

当初、ＪＲ阪和線と一体となった二層式の都
市高速道路の建設を予定していたが、環境悪化
に対する不安から、周辺住民からは反対の声も
多かった。また、阪神・淡路大震災で巨大高架
構造物に対する不安が高まったこと等を受け、
未着工の状態が続いていた。

踏切による渋滞や事故等の状況を放置できな
いと判断した大阪市は、鉄道と高速道路の構造
を分離した上で、鉄道高架化工事を先行し、後
から高速道路を整備することとした。その後、
社会情勢を受け、高速道路の計画は廃止された。

<目的>

阪和線各駅のアクセス機能の強化、鉄道によ
り分断されていた地域ネットワークの強化、延
焼遮断帯機能等の防災空間としての機能向上、
沿道の３公園（桃ヶ池公園、長池公園、長居公
園）とのネットワーク構築による地域のアメニ
ティ向上など、様々な機能が融合した新たなタ
イプのみどり豊かな道路空間の整備を目指して
いる。

＜検討体制＞

・みち・みどり会議
地域の様々な代表者、進行役、事務局（行政

の関係部署）からなる「みち・みどり会議」を
設立し、全体コンセプトと地域特性を踏まえた
道路・緑地整備の考え方について、相互学習と
意見交換を行いながら、地域ニーズを踏まえた
案をとりまとめた。

事業延長が約5.5kmと長いことから、３つの
地域に分け、地区毎に集中的な議論を行った。
各地域は、行政区の単位で区切るのではなく、
駅や接続道路、沿道の緑地空間等の条件によっ
て設定している。

・天王寺大和川線整備計画検討会議
学識者からなる検討会議を設立し、「みち・

みどり会議」から出された整備イメージや提案
意見などについて、専門的な視点から確認を行
うとともに、整備イメージのとりまとめにあた
り問題提起や提案を行った。また、地域との意
見交換・相互学習の場を設けながら、基本計画
検討案の精度を高めていった。

天王寺大和川線

※大阪市提供

手
段

目
的

背景・目的

実施体制
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・車道整備
・車線数：北向き、南向きそれぞれ１車線ずつ確保することを基本とする。
・幅員：一方通行の場合は4.0m、対面通行の場合は7.0ｍを基本とする。
・交差する主な幹線道路には中央分離帯を設置し、通り抜けを抑制する。

・歩道整備
・幅員：ゆったりとした歩行スペースとして、有効幅員3.0ｍを確保する。
・植樹帯などにより、みどり豊かな幅の広い歩道とする。
・環境に優しい舗装材（保水性舗装など）を計画するとともに、バリアフ
リー、景観への配慮、無電柱化などについても積極的に取り組み、快適
で人にやさしい歩行空間を目指す。

・緑地整備
・道路中央に一定の広さを確保できる箇所は、これを緑地として整備する。
・桃ヶ池公園や長池公園、長居公園などの既存の公園とつなげることで、
新たな“みどりのネットワーク”を形成するとともに、アメニティ豊かな
市民に親しまれる空間として整備する。

※ 調査協力：大阪市 建設局 道路部 街路課
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・駅周辺整備
・オープンスペースを広く確保し、新しい街の玄関口にふさわしい、みどり豊かで、安全かつ快適な歩
行者空間を実現する。

・周辺状況に応じたゾーン分け
駅や接続道路・沿道の緑地空間等の条件により「美章園地域」、｢南田辺・鶴ヶ丘地域」、｢長居・我孫

子町地域」の３地域に分け、「風かおる“みち”」を共通概念とした統一的なイメージを定めるとともに、
各地域が大切にしたい視点に基づいて、将来のみちのイメージをとりまとめた。

※大阪市提供

整備内容

▲車道整備の考え方

※大阪市提供▲歩道の考え方

【長居・我孫子町地域の整備イメージ】

289



概要

基本情報

楠公通り

・路線名 ：市道 本町11号線
・区間 ：富田林市本町～同市若松町
・延長 ：0.20㎞
・道路規格：第４種第４級
・幅員 ：8.0ｍ
・設計速度：40㎞/h
・検討体制： －
・事業段階：維持管理
・事業年度：2009～2013年度
・用途地域：商業地域
・地域地区： －
・景観計画：景観計画区域（市内全域）
・事業者 ：富田林市

楠公通りは、富田林駅と府営清水住宅を結ぶ主要な生
活道路でありながら、歩道が設置されていない中を路線
バスや大型車が通行することから、歩行者の安全確保が
課題となっていた。また、本路線と交差する国道170号
では、本路線に右折進入する車両によって、慢性的な渋
滞が発生していた。
このため、バス路線を並行する府道へ振り替え、片側

１車線の対面通行から１車線の一方通行へ変更すること
で、両側に歩道を設置するとともに、併せて国道の歩道
拡幅を行ったものである。

① バス路線を周辺道路へ振り替え、一方通行化と車線の削減による歩道拡幅を実現

② 交差道路でも、一方通行化に伴う右折レーンの廃止に伴う歩道拡幅を実施

③ 周辺道路の信号現示を変更し、一方通行化が周辺の交通量へ与える影響を最小化

事例のポイント

事
例
の
特
徴

大
阪
府
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市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

富田林駅
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<背景>

楠公通りは、富田林駅と府営清水住宅を結ぶ
地区の主要な生活道路でありながら、歩道が設
置されていない中を路線バスや大型車が通行す
ることから、歩行者の安全確保が課題となって
いた。また、駅前で本路線と交差する国道170号
では、本路線に右折進入する車両によって、慢
性的な渋滞が発生していた。

そこで、「富田林市交通等バリアフリー基本
構想」において、重点整備地区の生活関連経路
へ指定するとともに、寺内町を核とした地域の
活性化・環境改善を目的とする「都市再生整備
計画」において、本路線における歩道の整備を
計画した。

<目的>

国道170号の歩道整備・無電柱化、富田林駅南
広場整備と併せ、本路線の一方通行化・歩道整
備を行うことで、歩行者が安全、快適に歩行で
きる道路空間を創出するとともに、中心市街地
の活性化を図った。

＜検討体制＞

富田林市が事業主体となり、一方通行化について大阪府、大阪府警察本部、富田林警察署、地元町会、
地元商店会との個別協議を行うとともに、市内部でデザインの検討を行った。

＜事業実施上のポイント＞

歩道の幅員や高さ、歩車分離の方式、一方通行の方向について、アンケート調査による地元商店会の意
向把握に努めるとともに、地元向けの説明会、個別説明を実施した。一方通行化については、一方通行化
に伴い交通量の増加が懸念される周辺地区についても説明会を実施し、大阪府警の協力の下、信号現示の
変更による渋滞抑制に努めることで、地元の理解を得た。

楠公通り

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

※富田林市提供

＜一方通行化・歩道整備＞

片側１車線の対面通行から北向き（富田林駅向き）１車線の一方通行へ変更することで、両側に歩道を
確保した。また、これに伴い国道170号の右折レーンを廃止し、右折車両による国道の渋滞を解消すると
ともに、不要となった右折レーンの用地を利用して、国道の歩道整備が実現した。なお、一方通行化に伴
い、整備区間のバス路線を並行する府道へと付け替えている。

整備内容

▲交通規制が変更された入口交差点 ▲出口交差点の様子 ▲歩道が整備された旧国道170号
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都市再生整備計画（富田林駅南地区：2期）の全体（道路事業3路線、地域生活基盤施設2事業、高質空
間形成事業1事業、高次都市施設1事業）に対しての効果

・重要伝統的建造物群保存地区における環境整備
16世紀に誕生した宗教自治都市に起源を持つ寺内町では、地元住民と専門家が歴史的町並み保存に取り

組んでおり、平成9年には、府下唯一の重要伝統的建造物群保存地区に選定された。
平成17年度からは都市再生整備計画を活用した環境整備を進めており、第１期計画では富田林駅からの

アクセス道路の美装化・照明灯設置、第２期計画では富田林西駅及び西川からのアクセス道路の整備等、
周辺地域との結びつきの強化を通じた地区の活性化に取り組んでいる。
また、これらの基盤整備と併せ、街なみ環境整備事業や国宝重要文化財等保存整備費補助金を活用した

建造物の修理・修景補助に取り組んでいる。

※ 調査協力：富田林市 まちづくり政策部 道路交通課

空
間
再
配
分
に
よ
る
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通
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ー
ド
の
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存
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道
路

・じないまち交流館
地区の新たな拠点として、観

光案内所や展示スペースを備え
た複合施設を整備した。

・駅前広場整備
駅南口では歩道がなく、歩行

者とバス・車が交錯していたこ
とから、市の玄関口として、安
全で便利な広場空間を整備した。

事業効果（事業期間中のため、計画値のみ）

関連事業

▲寺内町の整備（舗装、サイン、照明ほか） ▲駅前広場整備

指標

寺内町の来街者数

空家・空き店舗解消
（有効利用件数）

富田林駅南地区
まちづくり満足度

従前値

27,969
（H20）

0
（H20）

2.95
（H21）

目標値

32,000
（H26）

4

3.40

単位

人／年

件

1～5段階

数値

－

－

－

目標達成度

－

－

－
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概要

基本情報

南海中央線（加茂地区）

・路線名 ：市道 南海中央線
・区間 ：高石市加茂地内
・延長 ：0.53㎞
・道路規格：第4種第2級
・幅員 ：25.0ｍ
・設計速度：40㎞/h
・検討体制：－
・事業段階：維持管理
・事業年度：2000～2016年度（暫定供用）
・用途地域：第2種住居地域
・地域地区：－
・景観計画：区域外
・事業者 ：高石市

大阪湾沿岸部における市街地の発展に伴い集中発生し
た自動車交通を処理するため、堺市、高石市、泉大津市、
忠岡町、岸和田市の５市町を結ぶ都市計画道路南海中央
線が計画された。
このうち、加茂地区の区間については、近年の社会情

勢を鑑み、災害時における緊急避難経路、及び市民の健
康増進に資するウォーキングロードとして整備を行うこ
ととなった。周辺道路の交通容量を踏まえ暫定２車線で
整備し、快適な歩行空間と自転車道を設け、市民の医療
費削減に資するみちづくりを図った。

① 交通需要に応じて暫定的に少ない車線数で整備し、余剰を自転車道・歩道へ還元

② ベンチやせせらぎ等の設置によりまち歩きを誘発するウォーキングロードを整備

③ 健康増進と社会医療費の抑制を目指し、道路空間で定期的なウォーキングを開催

事例のポイント

事
例
の
特
徴

大
阪
府

高
石
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

26

高石駅

富木駅
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大
阪
府

高
石
市

<背景>

南海本線高石駅の東側では、狭隘な道路が多
く、交通安全や災害時における避難経路の確保
が課題となっていた。

大阪湾沿岸部における市街地の発展とともに
集中発生した自動車交通を円滑に処理するため、
堺市、高石市、泉大津市、忠岡町、岸和田市の
５市町を結ぶ主要幹線道路として、都市計画道
路「南海中央線」の整備が計画された。

その後、近年の社会情勢を鑑み、平成24年に
市の防災計画において、地震・津波等の災害時
における緊急避難経路として位置づけられると
ともに、「スマートウェルネスシティたかい
し」基本計画において、市民の健康増進に資す
るウォーキングロードへ位置づけた。

<目的>

都市計画決定時の目的である交通渋滞の緩和
に加え、緊急時における避難路・輸送路の確保
を通じた安心安全な地域づくり、及び楽しく快
適に歩行できる道路環境の創出を通じた市民の
健康づくりを図った。

＜事業実施上のポイント＞

高石市では、少子高齢化に伴う地域の活力低
下や、医療費、介護給付費などの社会保障費の
増大が問題となっていたことから、市総合計画
において、まちの中で生活することが自ずと健
康と幸福につながる“健幸”のまちづくりを基本
理念に掲げている。

国のスマートウェルネス総合特区に指定され
たことを受け、「スマートウェルネスたかい
し」基本計画を策定し、「住んでいるだけで歩
きたくなる、歩いてしまうまちづくり」を通じ
た市民全体の身体活動量の底上げを目指し、
ウォーキングロードの整備に取り組んでいる。

南海中央線の計画・設計にあたり、本路線が
ウォーキングロードを構成する“健幸”のまちの
シンボルロードとして位置づけられたことを受
け、当初計画していた４車線から２車線の幅員
構成へと変更し、幅広の歩道と自転車道を設け
るとともに、水景施設やベンチなど、自然と歩
きたくなる仕掛けを設けることとなった。

南海中央線（加茂地区）

▲ウォーキングロード（案）

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

※高石市提供

▲スマートウェルネスたかいし
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・歩道・自転車道
並行する幹線道路（国道26号）が完成し、周辺道路の交通容量が確保されたことを踏まえ、４車線で都

市計画決定されていたところ、暫定２車線で整備し、広幅員の歩道および自転車道を両側に整備した。
また、災害時における緊急交通路としての機能を確保するため、無電柱化を実施した。

・「歩く」ことを促進する施設群
「『歩きたくなる、歩いてしまう』まちづくり」を支えるウォーキングロードに位置付けられたことか

ら、歩行者の快適さに配慮し、水景施設、ベンチなどを設置した。

※ 調査協力：高石市 土木部 街路河川課
※ 参考文献：日経コンストラクション（2015.3.23）

幹
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道
路
に
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区

道
路

▲歩道・自転車道

・ふるさとの川整備事業
溢水リスクの高い芦田川を二層河川として改修する大阪府事業と併せ、南海中央線とともにウォーキン

グロードを構成する川沿いの遊歩道を整備している。

▲ふるさとの川整備事業（イメージ図） ※高石市提供

関連事業

整備内容

※高石市提供 ▲ベンチ▲水景施設「せせらぎ水路」
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概要

基本情報

旧居留地 明石町筋

・路線名 ：市道 メリケン波止場山本線
・区間 ：神戸市中央区明石町～同市中央区海岸通
・延長 ：0.4㎞
・道路規格：－
・幅員 ：17.0ｍ
・設計速度：－
・検討体制：－
・事業段階：維持管理
・事業年度：2008～2011年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：地区計画「旧居留地地区」
・景観計画：景観形成地域
・事業者 ：神戸市

神戸旧居留地地区は、西日本を代表する中枢管理業務
機能の集積地であるとともに、兵庫開港を受けて設けら
れた外国人居留地の歴史的環境と調和した重厚な街並み
を形成する神戸の代表的な観光地である。
しかしながら、歩道幅員が狭く歩行者の通行が阻害さ

れていたことに加え、路上駐車により景観が損なわれて
いることが課題となっていた。
このため、車線の削減やパーキングメーターの廃止に

より歩道を拡幅し、歩行者の安全性や回遊性の向上を向
上することで、地域のさらなる賑わい創出を図ったもの
である。

① 車道幅員の削減により、ゆとりある歩行者空間を確保

② 地域のニーズに応じた荷捌き駐車場の適切な配置

③ ガイドラインと地区計画を策定し、ファサードや広告物のコントロールを実施

事例のポイント

事
例
の
特
徴

兵
庫
県

神
戸
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

三
宮
駅

2

174
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兵
庫
県

神
戸
市

<背景>

旧居留地を南北に貫き、元町・三宮地区と
ウォーターフロントをつなぐ明石町筋は、沿道
に百貨店や神戸を代表する歴史的建築物が並ぶ
風格ある通りである。しかしながら、歩道幅員
が狭く、歩行者の通行を阻害していたほか、駐
車車両による景観阻害が課題となっていた。

<目的>

人に優しく歩いて楽しいみちづくりによって、
歩行者の安全性や回遊性を向上し、地域の更な
る賑わい創出を図るとともに、旧居留地の雰囲
気や景観に配慮した道路空間の創出を目指した。

また、旧居留地をモデルとして、低炭素社会
の実現に向けた「エコまちづくり」を進めるた
め、都心におけるヒートアイランド現象の緩和
と歩行者のための快適な環境づくりを目指した。

＜検討体制＞

神戸市（建設局、都市計画総局）と地元まちづくり組織「旧居留地連絡協議会」の連携の下、地域が一
体となって協議を重ねた。

【旧居留地 地区計画／景観形成基準】
地区内の企業などで構成する「旧居留地連絡協議会」は、戦後より主体的な地域活動を展開し、神戸市

の景観形成市民団体に認定されており、“にぎわい”・“伝統”・“風格”・“もてなし”をキーワードに独自の
「都市づくりガイドライン」を定め、ファサード形成や広告物規制などの街並み誘導に取り組んでいる。
神戸市でも、平成7年に「旧居留地地区 地区計画」を定めるとともに、景観計画に基づく「旧居留地都市
景観形成地域」として独自の景観形成基準を定め、建築物の行為制限に取り組んでいる。

旧居留地 明石町筋

手
段

目
的

※神戸市提供

背景・目的

実施体制

三宮駅

元町駅

国道２号線

阪神高速道路

大丸神戸店

そごう神戸店

神戸国際会館

神戸市役所

東遊園地

旧居留地エリア

神戸南京町

▲事業対象エリア ※神戸市提供

地区計画 景観形成基準
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供用開始後（平成23年10月）に行った明石町筋の整備についてのアンケート調査の結果、「非常によ
くなった」27％、「良くなった」49％と全体の約8割が好評価であった。なお、整備前と比べて良くなっ
た要因として、「歩道が広くなった」、「明るい雰囲気になった」、「平坦で歩きやすくなった」、「街
並みが一層美しく感じられるようになった」点が評価されている。

都市再生整備計画（神戸中央地区）の全体（市道補修および改良3路線、地域生活基盤施設、高質空間
形成施設）に対する効果

・歩道拡幅
京町筋の地下駐車場整備と併せてパーキングメーターを廃止するとともに、車線削減により自動車交通

の抑制を図ったことで、歩道拡幅が実現した。また、歩行者の安全確保や回遊性の向上を図り、歩車道の
段差解消、荷捌きスペースの確保を行った。

※ 調査協力：神戸市 建設局 道路部 工務課、旧居留地連絡協議会
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▲歩道舗装、アッパーライト

・街並み誘導
旧居留地連絡協議会が定める「都市づくりガイドライン」に基づきながら、ファサード形成や広告物規

制などの街並み誘導に取り組んでいる。

関連事業

事業効果

整備内容

・遮熱性舗装
低炭素社会の実現に向けた「エコまちづくり」のモデル地区として、歩道部に透水性舗装、車道部に遮

熱性舗装を採用した。遮熱性舗装は市内初の本格導入となることから、整備に先立ち市役所の敷地内で試
験施工を行い、その効果を確認した。

目標値

12,200

1,200

目標達成度

△

〇

指標

三宮駅乗車人員

観光入込客数

従前値7

11,232
（H14）

1,081
（H15）

単位

万人／年

万人／年

数値

11,500

1,280

▲荷捌き駐車スペース

▲歩道照明▲歩道照明、ボラード、プランター

▲サイン ▲壁付けサイン
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概要

基本情報

北野町山本通

・路線名 ：市道 生田北22号線,山本山手東線
・区間 ：神戸市中央区山本通地内
・延長 ：0.6㎞
・道路規格：第4種第4級
・幅員 ：8.2ｍ
・設計速度：40㎞/h（ゾーン30規制実施）
・検討体制：北野・山本ユニバーサルプロジェクト検討会議
・事業段階：維持管理
・事業年度：2008～2011年度
・用途地域：第2種中高層住居専用地域
・地域地区：重要伝統的建造物群保存地区
・景観計画：景観形成地域
・事業者 ：神戸市

北野・山本地区は、神戸市中央区の山麓部に位置し、
「異人館」と呼ばれる明治期以降に建設された洋風住宅
が和風住宅に混ざって点在する地区で、異国情緒豊かな
住宅地として、また洗練されたファッションタウンとし
て、神戸を代表する地区となっている。
神戸市都市景観条例において、景観形成道路に指定さ

れている北野町山本通（異人館通り）では、電柱により
良好な景観と歩行者の通行が阻害されていたことなどか
ら、無電柱化を伴う歩道の再整備を行ったものである。

① 車道幅員の削減により、ゆとりある歩行者空間を確保

② 重要伝統的建造物群保存地区の景観に配慮した附属物のデザイン

③ 地上機器の配置を用いたクランクによる車両の速度抑制

事例のポイント

事
例
の
特
徴

兵
庫
県

神
戸
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

43

三
宮
駅
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兵
庫
県

神
戸
市

<背景>

神戸市ではデザイン都市構想を進めており、
異人館街が数多く並ぶ北野地区では、無電柱化
に順次取り組んでいた。

<目的>

無電柱化により、街並みをきれいにするとと
もに、歩行環境を改善し、観光客や買い物客の
増加を図った。

＜検討体制＞

・北野・山本ユニバーサルプロジェクト検討会議

北野町山本通

※神戸市提供

【北野町山本通 都市景観形成地域】
北野町山本通地区は、伝統的建造物群保存地

区に指定されているほか、神戸市より景観形成
市民団体に認定された「北野・山本地区をまも
り、そだてる会」が活動を行っており、「北
野・山本ユニバーサルデザイン」を定め、ファ
サード形成や広告物規制などの誘導を図ってい
る。また、昭和54年に「都市景観形成地域」の
指定を受けており、これに基づく行為制限を実
施している。

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

都市景観形成地域（行為制限） 伝統的建造物群保存地区（行為制限）

地域住民からなる「北野・山本地区をまもり、
そだてる会」との協働により、「山本通りの再
整備について」の提言書をとりまとめた。

都市景観形成地域

▲都市景観形成地域・重要伝統的建造物群保存地区

伝統的建造物群保存地区
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・歩道整備
人と車が共存できる快適な道づくり、および観光地としての魅力向上を図るため、車道幅員の削減によ

り、ゆとりある歩道空間を確保した。また、歩道舗装、ボラード、歩道照明などの整備にあたっては、地
域の要望に配慮したデザインを採用している。

・無電柱化
電線類地中化による無電柱化に伴う地上機器の設置は、歩道内に整備するものの、歩行空間の確保を優

先して可能な限り車道幅員を縮小するとともに、切り欠きによる車両の速度抑制を狙った。また、地下埋
設物の調整を密に行い、掘り返しを減らすことで、事業の円滑な実施を図った。
なお、市の狭小道路における電線類地中化のモデルケースとなった。

※ 調査協力：神戸市 建設局 道路部 工務課

歩
行
者
優
先
道
路
に
よ
る
ま
ち
の
活
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・
イ
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上

地
区

道
路

※神戸市提供

整備内容

▲路面整備状況

▲ポラード ▲サイン▲歩道照明・ハンギングバスケット

▲歩道照明を兼用した連携柱

▲歩道舗装
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概要

基本情報

新開地・聚楽横丁地区

・路線名 ：私道（壱ノ通ほか全8路線）
・区間 ：神戸市兵庫区水木通、新開地
・延長 ：0.38㎞
・道路規格：区画街路
・幅員 ：4.0ｍ
・設計速度：－
・検討体制：新開地まちなみデザイン委員会
・事業段階：維持管理
・事業年度：2008～2012年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：－
・事業者 ：新開地周辺地区まちづくり協議会

聚楽横丁は、新開地本通の後背地に形成された路地で
ある。ヒューマンスケールの空間の中に、飲食・娯楽・
サービス等の施設や住宅が軒を連ねる横丁であるが、私
道２項道路であり、建築行為が起ればセットバックによ
り4ｍ道路に拡幅され、路地空間の持つ個性が失われる恐
れがあった。
このため、安全性を確保しつつ路地空間の持つ良さを

維持できるように、神戸市の「近隣住環境計画制度」を
活用し、横丁らしい風情ある景観づくりに取り組むとと
もに、路面の高質化を実施したものである。

① セットバックから路地の個性を守るため、従来の道路幅員を舗装によって明示

② まちづくり協議会とNPO法人が中心となって、民間主体の工事を実施

③ 地区内の市道整備についても、周辺私道に同調した舗装を整備

事例のポイント

事
例
の
特
徴

兵
庫
県

神
戸
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

2

神戸駅

428

28

28
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兵
庫
県

神
戸
市

<背景>

劇場街として繁栄した新開地本通の後背地に
形成された路地であり、ヒューマンスケールな
都市空間の中に、飲食・娯楽・サービス等の施
設や住宅が軒をつらね、堤灯、看板、植栽、
ファサードが風情ある横丁景観を形成している。

しかし近年は、地区内の人口減少などにより
空き家が増え、治安が悪化していた。

<目的>

商いや事業の場、暮らしの場を継承し、横丁
の個性を活かした地域の活性化を図るべく、以
下の3点を目指した。

・歩行者中心のうるおいある横丁づくり

・横丁らしい風情ある景観づくり

・防犯や減災による安全な横丁づくり

＜検討体制＞

・新開地周辺地区まちづくり協議会
聚楽横丁は私道であるため、地域住民および商業者からなる協議会が、地元NPO法人「新開地まちづく

りNPO」との連携の下、事業計画、工事発注を行った。

また、整備後に「聚楽横丁まちなみガイドライン」を作成し、まちづくりの方針、及びうるおいづくり、
やファサード、照明に関するガイドラインを定めた。

・新開地まちなみデザイン委員会
地区内における建築行為等が地域イメージの向上に資するよう、建築物のデザインについて独自の協議

を行う「まちなみデザイン誘導制度」をまちづくり協議会が主体となって設立し、デザイン調整に係る会
議や提案を行う組織として、まちづくり協議会委員、専門家、神戸市からなる委員会を組織した。

＜事業実施上のポイント＞

横丁の路地は私道２項道路であり、建築行為が起ればセットバックにより4ｍ道路に拡幅され、路地空
間の持つ個性が失われる恐れがあった。そこで、安全性を確保しつつ路地空間の持つ良さを維持できるよ
うに「近隣住環境計画（うるおいのある路地タイプ）」を活用した。

新開地・聚楽横丁地区

※神戸市提供

手
段

目
的

背景・目的

実施体制
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新開地周辺まちづくり協議会による「新開地まちなみデザイン誘導制度」の取り組みにより、個々の建
築物のデザインが高まり、まちなみ全体のイメージアップにつながり、居住人口も増加している。

・路面整備
建築基準法第42条第２項の道路は、道路の中心から2ｍまでの範囲は、主要路地空間として4.0ｍの幅

員を確保する必要がある。ここでは、「近隣住環境計画道路」を利用して、中央部分の幅員2.7ｍを超え
る範囲は、風情とうるおいある横丁空間として、以下の整備を実施した。

・住環境形成や利便性確保のためオープンスペースを確保する。

・緊急時の車両通行や歩行者避難等の障害となるものは設けない。
（設置できる花壇の高さは概ね10㎝程度までとする。）

・風情とうるおいある横丁空間づくりや美化に努める。

※ 調査協力：神戸市 住宅都市局 まち再生推進課

歩
行
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系
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路

▲路面整備（神戸市道 公園通）

・神戸市道の整備
近隣住環境計画は、地区内の私道について設定されたものだが、その後、地区内を南北に通る神戸市道

についても、私道整備に同調した舗装の打替えが行われた。

・灯かりのいえなみ協定
平成15年3月に「聚楽横丁・灯かりのいえなみ協定」を締結し、防犯灯・玄関灯の光色や点灯時間を指

定するとともに、協定に基づく防犯灯などの整備を通じ、あたたかみがあり、犯罪が起こりにくく、歩い
て心地よい環境づくりに努めている。

※神戸市提供

関連事業

事業効果

整備内容

▲ポール照明

▲路地整備（七ノ通） ▲街区サイン▲埋め込みサイン ※神戸市提供
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概要

基本情報

六甲道駅南地区（六甲道駅南1・2号線）

・路線名 ：市道 六甲道駅南1号線、2号線
・区間 ：神戸市灘区桜口町、備後町地内
・延長 ：0.32㎞
・道路規格：第4種第4級
・幅員 ：（道路）8.0m×2+（公園）約68.0m
・設計速度：20㎞/h
・検討体制：六甲道駅南地区まちづくり連合協議会

（顧問 平山洋介 神戸大学助教授ほか）

・事業段階：維持管理
・事業年度：1994～2005年度
・用途地域：商業地域,近隣商業地域
・地域地区：地区計画,高度利用地区
・景観計画：区域外
・事業者 ：神戸市

六甲道駅周辺は、昭和40年の総合計画で神戸市の東部
副都心に位置付けられていたが、大部分は住宅・商業・
業務が混在した低利用の地区であった。
その後、阪神・淡路大震災により甚大な被害を受けた

市街地の復興と防災拠点の構築などを目的に、市街地再
開発事業が実施された。
再開発地区は、全市的な防災公園整備の一環として、

中央に近隣公園（約1ha）を配置し、周囲を住棟で取り
囲む配置とした。両側道路が公園・住棟をゆるやかに分
節しながらも一体的につなぐ、シームレスな空間が創出
された。

① 地域の防災拠点となる公園と歩道がシームレスにつながる断面構成

② 早期に目指す方向性を示し、後に地域の意向を取り入れる二段階都市計画方式

③ 住棟、外周道路、公園の一体的な整備により開放的な空間を創出

事例のポイント

事
例
の
特
徴

兵
庫
県

神
戸
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

43

六
甲
道
駅
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▲外周道路 ▲公園

整備前 整備後
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兵
庫
県

神
戸
市

<背景>

六甲道駅周辺は「神戸市総合基本計画」にて
東部副都心に位置付けられ、昭和40年代に鉄道
高架化事業と並行して、駅南側の駅前広場とと
もに、一部において市街地改造ビルが建設され
たが、大部分は住宅・商業・業務が混在した低
利用の地区であった。
このため、副都心としてターミナル機能の充

実・強化を図るとともに、行政・商業・業務・
文化・交流機能の導入が求められていた。

<目的>

阪神・淡路大震災により甚大な被害を受けた
市街地の復興と防災公園を中心とした防災拠点
の構築、良質な住宅の供給、地域の活性化や都
心拠点にふさわしい都市機能の整備を図るため、
復興市街地再開発事業が取り組まれることと
なった。

＜検討体制＞

・六甲道駅南地区まちづくり連合協議会
住民・権利者との意思疎通を図るため、自治会をベースとした協議会と、地区全体で共通の課題を議論

するための連合協議会を組織し、防災公園の規模や形状、住宅の仕様、商業配置の計画、テナント誘致な
どについて検討を行った。

・基本計画会議
学識者、コンサルタントからなる会議を組織し、施行者として基本的な考え方を決定した。各まちづく

り協議会によって議論された４ブロックの計画案が矛盾しないように、地区全体の環境デザインの考え方、
住宅供給および商業計画の方針などについて検討を行った。

＜事業実施上のポイント＞

震災からの復興にあたり、早期に必要とされる道路・公園・住棟について、大枠の計画を先行的に都市
計画決定したうえで、まちの将来像や身近な生活道路や公園の具体的な形状などについては、その後のま
ちづくり協議会による提案を反映させる形で計画を変更する、二段階都市計画方式を採用した。

六甲道駅南地区（六甲道駅南1・2号線）

▲まちづくり協議会

手
段

目
的

▲公園計画検討委員会 ▲基本計画会議

背景・目的

実施体制
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地区の人口・世帯数：約1,400人・約700世帯（震災時：平成7年）→1,968人・963世帯（平成16
年）

・街区構成
地区全体が防災拠点となるため、中央に大規模な防災公園、それを取り囲むように住棟を配置した。ま

た、住棟、外周道路、公園が一体的に利用されるように、明確な境界を設けず緩やかに分節された空間構
成とした。なお、地区内の通過交通を排除するため、公園に面する南北方向の道路は一方通行規制とし、
人と車が共存するコミュニティ道路としている。

・公園計画
区役所と連携した情報拠点、ボランティア活動の拠点、救援物資の集配拠点、帰宅困難者への支援拠点

などの機能が求められたことから、耐震性貯水槽、井戸、消防団倉庫などの施設を整備した。
なお、公園南側には「日本におけるイタリア2001財団」との協働によるモニュメントが設置された。

※ 調査協力：神戸市 住宅都市局 市街地整備部
※ 参考文献：六甲道駅南地区震災復興第二種市街地再開発事業 記録誌

（平成17年7月,神戸市都市計画総局）
安全と再生の都市づくり 阪神・淡路大震災を超えて
（平成11年,日本都市計画学会防災・復興問題研究特別委員会）
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▲南公園モニュメント

事業効果

整備内容

▲再開発地区全景

▲外周道路 ▲ゆるやかに分節される住棟、外周道路、園路

▲公園全景

▲地区会館 ▲災害時に備えたオープンスペース

※神戸市提供
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概要

基本情報

大手前通り

・路線名 ：市道 幹第1号線
・区間 ：姫路市駅前町地内
・延長 ：0.16㎞
・道路規格：第4種第3級
・幅員 ：50.0ｍ
・設計速度：30㎞/h
・検討体制：姫路駅北駅前広場整備推進会議
・事業段階：維持管理
・事業年度：2006～2014年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：景観重点地区
・事業者 ：姫路市

ＪＲ姫路駅と世界文化遺産「姫路城」を結ぶ大手前通
り周辺は、かつては城下町として栄え、現在も市の商
業・業務の中心的役割を果たしているものの、昨今の社
会・経済情勢を受け、歩行者の回遊性向上等、都心部に
おける賑わい創出のための施策が求められていた。
そこで、ＪＲ線の連続立体交差事業を契機として、姫

路駅周辺の都市機能の強化と地区の魅力向上を目的とし
た、幅員再構成と交通規制によるトランジットモールの
整備、および駅前広場の再整備を行ったものである。駅
ビルと駅前広場、大手前通りが一体となったトータルデ
ザインを実現している。

① 環状道路網の整備により、駅前道路から通過交通を排除

② 車道幅員を削減し、中心市街地の顔となる道路景観と広場的な歩道空間を創出

③ 駅前広場、駅再開発ビルと一体となったトータルデザインを実現

事例のポイント

事
例
の
特
徴

兵
庫
県

姫
路
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

2

姫
路
駅

姫路城跡
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兵
庫
県

姫
路
市

<背景>

姫路駅周辺地区では、土地の高度利用を図る
べく、昭和63年に新都市拠点整備事業として総
合整備計画の建設大臣承認を受けた。その後、
「キャスティ21計画」や「姫路市都心部まちづ
くり構想」などを策定し、ゆとりと潤いのある
都市空間の形成を図る中、姫路駅から世界文化
遺産「姫路城」に至る都心部の基盤整備や、ま
ちの賑わいづくりに取り組んできた。

<目的>

駅前広場のリニューアルに伴い、姫路城への
アクセス道路となる大手前通りを再整備し、歩
行者の安全確保と快適性・回遊性の向上、公共
交通の利便性向上を図った。

また、駅前広場では、世界文化遺産「姫路
城」を擁する城下町にふさわしく「城を望み、
時を感じ人が交流するおもてなし広場」をデザ
インの基本コンセプトとした整備に取り組むこ
ととなった。

＜検討体制＞

・姫路駅北駅前広場整備推進会議
商工会議所や商店会、関係する市民団体、交通事業者（鉄道、バス、タクシー）、駅前広場周辺の商業

者、および関係行政機関からなる会議を設置し、整備の基本的な考え方を具現化するとともに、整備の円
滑な推進を図った。

・「姫路の顔づくり」を考える市民ワークショップ
学識者をコーディネーターに迎えた市民参加型ワークショップを開催し、駅前広場の使い方や大手前通

りのあり方を検討した。また、この他、ＮＰＯ法人主催のセミナーやフォーラムなどの活動を通して、地
域の商業団体や関係者、市民等、多様なステークホルダーの意見集約に努めている。

大手前通り

▲学生と市民によるシャレット
ワークショップ（平成20年）

手
段

目
的

▲駅前バリアフリー体験・
車イス試乗会（平成24年）

▲姫路駅前広場活用協議会
（平成24年～）

背景・目的

実施体制

※姫路市提供

＜推進体制＞

ＮＰＯ法人によってステークホル
ダーの利害や行政の壁を越えた意見集
約が行われ、学生や専門家の活用を通
じて、トランジットモール化や広場区
域の拡大など、当初市が策定した素案
から大幅な空間計画の変更が、市民の
納得いく形で実現した。

また、姫路市やＮＰＯ法人が中心と
なり、姫路駅前の公共空間の活用・管
理に向けたネットワークづくりや社会
実験を展開した。

▲大手前通りパレード（平成22年）
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都市再生整備計画（姫路駅周辺地区）の全体（地域生活基盤施設：交通広場整備等、高質空間形成施
設：眺望デッキ等整備、大手前通り再整備ほか）に対しての効果

・幅員再構成
ＪＲ線連続立体交差事業により、南北市街地を結ぶ

道路が増えるとともに、環状道路網が確保されたこと
から、大手前通りの駅側一部区間（十二所前線以南）
については、公共交通を除く一般車の通行規制（トラ
ンジットモール化）が行われ、車道幅員を削減（片側
３車線＋停車帯→１車線＋停車帯）し、歩道を拡幅す
ることで、歩行者にやさしい道路空間を創出している。

※ 調査協力：姫路市 都市拠点整備本部 姫路駅周辺整備室

空
間
再
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・駅前広場再整備
バス・タクシーの乗降場を西側に集約し、乗り継ぎの利便性を高めるとともに、一般車による送迎のた

めの乗降場を東西両側に設置している。これにより、ＪＲ姫路駅から広場を介して大手前通りや御幸通り
まで、車道を横断せずに行き来できる安全な空間を創出している。
また、新駅ビルの地下階と改装された駅地下商店街を結ぶオープン地下広場、ＪＲ姫路駅の中央コン

コース正面への姫路城を臨む眺望デッキ、ＪＲ新駅ビルとバスターミナル、山陽電鉄姫路駅などを結ぶ歩
行者デッキなどを一体的に整備し、質の高いトータルデザインを実現している。

▲オープン地下広場「キャッスル・ガーデン」

▲車道舗装

関連事業

事業効果

整備内容

・姫路市市民満足度調査
姫路市総合計画に掲げる政策に対する市民の満足度や、市政に対する市民ニーズ等を経年的に把握す

るため市が実施している調査の中で、｢都心部の賑わいづくり」の項目は、2.97pt（平成24年2月）か
ら3.11pt（平成25年12月）と、本事業の進捗と併せて向上している。

単位

人／年

回／年

指標

JR姫路駅観光案内所利
用者数

市民参加型イベントの
実施回数

従前値

348千人
（H21）

0
（H22）

目標値

365千人

5

数値

392千人

9

目標達成度

◯

○

▲歩道舗装 ▲歩道照明

▲眺望デッキ「キャッスルビュー」 ▲歩行者デッキ

※姫路市提供
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概要

基本情報

伊丹酒蔵通り

・路線名 ：市道 中央天津線
・区間 ：伊丹市伊丹～同市中央
・延長 ：0.4㎞
・道路規格：－
・幅員 ：10.0ｍ
・設計速度：－
・検討体制：－
・事業段階：維持管理
・事業年度：1983～2002年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：高度利用地区
・景観計画：景観重点地区
・事業者 ：伊丹市

伊丹酒蔵通り地区は、ＪＲ伊丹駅と阪急伊丹駅を結ぶ
道路であり、江戸時代からの酒造業の発展とともに町家
や社寺が集積している地区である。
平成7年、阪神・淡路大震災により酒蔵などの歴史的建

造物が倒壊したほか、周辺でのマンション開発が進んだ
ことから、既存のまち並みと調和したまちづくりが課題
とされた。
そこで、舗装更新や遺構復元などの修景整備のほか、

条例や景観計画による沿道建築物の誘導に取り組んだも
のである。また、一連の整備後も、屋外広告物の社会実
験などのまちなみづくりを継続的に展開している。

① 市街地再開発や街路事業等、複数事業を組み合わせて一つの通りを再編

② 整備を契機に町並み協議会を結成し、屋外広告実験等の取り組みを継続的に展開

③ 部分的に拡幅を行い、イベント利用に配慮した広場空間を確保

事例のポイント

事
例
の
特
徴

兵
庫
県

伊
丹
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

伊丹駅
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※伊丹市提供

BEFORE

AFTER

※伊丹市提供
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兵
庫
県

伊
丹
市

<背景>

伊丹酒蔵通りは、JR伊丹駅と阪急伊丹駅を結
ぶ道路であり、沿道周辺には美術館、寺社、音
楽ホールなどがある文化ゾーンを形成する空間
である。

「伊丹市中心市街地都市総合再開発促進計
画」において、東西方向の酒蔵通りと南北方向
の宮ノ前通りについて、歩行者優先道路として
整備することが計画された。

その後、平成7年の阪神・淡路大震災により酒
蔵などの歴史的な建造物が倒壊し、空地が目立
つようになっていた。また、大阪都心部までの
利便性から、周辺でのマンション開発が進み、
既存のまち並みとの調和が大きな課題となって
いた。

<目的>

残された伝統的な酒蔵や社寺、町家が並ぶ景
観を守るとともに、新しい建物についても歴史
的な景観の良さを取り入れたデザインで再生・
建設し、低層部を中心ににぎわいが連続し、伊
丹の顔となる、歩いて楽しい道路空間の創出を
目指した。

＜検討体制＞

市街地再開発事業、街路整備事業、住宅地関連公共施設整備促進事業など、沿道状況に応じた様々な事
業を段階的に進める中、各段階において地域住民との協働による検討を行ってきた。

・伊丹酒蔵通り協議会
沿道の修景整備とともに新規出店が相次いだことから、通りの景観づくりについて議論する座談会を経

て、通りのにぎわい、景観づくりを目的とした協議会が設立された。

【景観形成基準】
建築物（位置、高さ、形態、材料・色彩、屋根、壁面の意匠及び開口部等、設備及び屋外階段、１階部

分の形態）、門・塀・柵、駐車場、日除けテント、自動販売機の設置、屋外広告物について、景観形成の
方針を示す景観形成基準を策定している。

伊丹酒蔵通り

▲景観計画に基づく沿道建築物のデザイン

手
段

目
的

▲伊丹酒蔵通り景観形成基準の概要

背景・目的

実施体制

※伊丹市提供
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・市街地再開発事業
国鉄伊丹駅を起点に、阪急伊丹駅に直線的に向かう線形であったが、国鉄伊丹駅前第１種市街地再開発

事業により道すじを改め、歩行者専用道路として再整備した。
なお、駅舎建て替えに伴い、線路沿いに県道より接続する都市計画道路 伊丹駅桜ヶ丘線、および駅前

広場の整備を行っている。

・街路整備事業
白壁の築地塀、黒瓦、黒板壁の酒蔵のほか、沿道の歴史的建造物による古い町並みを引き立たせるため、

石張り舗装や照明などを整備した。
また、発掘調査で発見された水路の遺構「大溝」を再現し、酒造りで栄えた江戸時代の趣を伝えている。

・住宅地関連公共施設整備促進事業
酒蔵通りとともに中心市街地の歩行者優先道路網を構成する宮ノ前通りとの交差部には、住宅建設に伴

う道路残地を利用して、三軒寺（法厳寺、正善寺、大蓮寺の通称）の縁日などで市民が集えるイベント広
場を整備した。

※ 調査協力：伊丹市 都市活力部 都市企画室 都市デザイン課
※ 参考文献：「月刊地域づくり 平成23年2月」（一般財団法人 地域活性化センター）
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▲歩行者専用道路（市街地再開発区間）

・宮ノ前通り
猪名野神社の参詣道でアーケードを持つ商店街であったが、その沿道での市街地再開発の実施にあたり、

都市計画道路として拡幅整備を行った。なお、再開発地区の北側は、酒蔵通りと同様に「都市景観形成道
路」として沿道建築物の行為制限を設けることで、落ち着いた景観を創出している。

・まちなみづくり社会実験
街路整備後に発足した「伊丹酒蔵通り協議会」が中心となり、まちの活性化や良好な夜間景観の創出を

目的に「まち灯りと鳴く虫」や「クリスマスのまち灯り」などのイベントを実施している。
その後、伊丹市、アリオ名店会、伊丹酒蔵通り協議会が、全国的にモデルとなる取り組みとして国土交

通省「地域景観づくり緊急支援事業」を活用し、屋外広告物（日除け幕、のれん、看板）によるまちなみ
創出の社会実験を実施するなど、にぎわい演出と良好な景観形成の両立に向けた継続的なまちづくりに取
り組んでいる。

※伊丹市提供

関連事業

整備内容

▲宮ノ前通り ▲看板、のれん等によるまちなみづくり
社会実験

▲三軒寺前広場▲復元遺構▲照明
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概要

基本情報

鳥取駅前太平線

・路線名 ：市道 駅前太平線
・区間 ：鳥取市今町～同市栄町
・延長 ：0.2㎞
・道路規格：第4種第3級
・幅員 ：27.0ｍ
・設計速度：20㎞/h
・検討体制：鳥取駅前太平線再生プロジェクト検討委員会
・事業段階：維持管理
・事業年度：2010～2013年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：景観計画区域
・事業者 ：鳥取市

鳥取駅前に位置する市道 駅前太平線の一帯は、市内唯
一の百貨店を有する賑わいの核として発展してきたが、
近年は通行量の減少、空き店舗の増加など、衰退・空洞
化が顕著であった。
鳥取環状道路の開通により中心市街地の通過交通が減

少したことを受け、歩行者優先の交通体系を確立し、回
遊性の向上と賑わいの創出を目指すこととなった。
幅員再構成により、車道幅員を削減し、拡幅した歩道

部に芝生広場を設置し、イベント等の利活用を図った。
雨天時でも人が集える魅力的な空間とするため、まちの
シンボルにもなる開閉式の大屋根を設置している。

① 車道幅員を削減し、拡幅した歩道上に滞留空間を創出

② 大屋根により雨天時でも人が集える空間を確保

③ 歩道内の芝生広場を商店街が運営管理することで、まちの賑わいを創出

事例のポイント

事
例
の
特
徴

鳥
取
県

鳥
取
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

※鳥取市提供

鳥
取
駅

373

53
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鳥
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鳥
取
市

<背景>

鳥取駅前に位置する市道 駅前太平線の一帯は、
市内唯一の百貨店を有する賑わいの核として発
展してきたが、近年は通行量の減少、空き店舗
の増加など、衰退・空洞化が顕著であった。
鳥取環状道路の開通により中心市街地の通過

交通が減少したことを受け、歩行者優先の交通
体系を確立し、回遊性の向上と賑わいの創出を
目指すこととなった。

<目的>

平成20～21年度、駅周辺やまちなかの再生を
目的に実施した「鳥取駅前賑わいまちづくり実
証事業」の成果を踏まえ、「自然に人が集まる、
魅力ある空間＝駅前太平線シンボル・スクエ
ア」として、百貨店と商店街の「前庭空間」に
全天候型の芝生広場を計画した。

＜検討体制＞

・鳥取駅前太平線再生プロジェクト検討委員会
地元商店街、鳥取市中心市街地活性化協議会、道路管理者など関係機関からなる検討委員会を、合計11

回開催し、ハード・ソフト両面から、賑わい再生のための官民協働プロジェクトを検討した。

鳥取駅前太平線

▲竣工式オープニング

＜事業実施上のポイント＞

整備後の日常的な広場の有効活用や維持管理について、民間（沿線商業者など）が主体となって取り組
める枠組みを構築している。本プロジェクトでは、「自然に人が集まる、魅力ある空間」を目指して、民
間の創意工夫によるソフト施策（イベントの企画・運営など）と、そのために必要なハード施策（行政が
主体となる施設の整備・更新）を同時に進行させることで、官民連携による継続的な事業の推進を実現し
ている。

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

＜推進体制＞

鳥取市との管理・活用協定に基づき、新鳥取
駅前地区商店街振興組合が、芝生広場・大屋根
の維持管理や賑わい創出のためのイベント企画
などを実施している。

また、市や中心市街地活性化協議会などの関
係機関は、組合による管理運営等が円滑に推進
できるよう、支援を行っている。

▲推進体制

▲防災フェスタ▲映画祭 ※鳥取市提供
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平成25年度は、38件のイベントが開催され、約8.4万人の
集客があった。
イベント実施日以外でも人々がくつろげるように、道路占

用許可の特例を活用し、芝生広場上にテーブル、椅子、パラ
ソルなどの休憩施設を設置している。
沿線の空き店舗数は、整備前７店舗から、整備後２店舗と

なり、５店舗が解消された。（平成26年2月22日現在）

・鳥取駅前太平線の整備（鳥取市実施事業）
市道駅前太平線の駅前～太平線通り交差点の延長

約150ｍの区間において、車道を４車線から２車線
に縮小し、歩道空間を拡幅するとともに、芝生広場
を設置した。
また、歩道上にあったアーケードを撤去し、新た

に全体を覆う開閉式の大屋根が設置した。大屋根の
下には芝生広場のほか、バス停、荷捌き駐車帯、駐
輪場などを整備している。
なお、大屋根の開閉作業は、市が商店街振興組合

に委託している。

※ 調査協力：鳥取市 都市整備部 中心市街地整備課
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▲芝生広場

・鳥取駅前太平線の活用（民間実施事業）
商店街振興組合において「にぎわい創出会議」を定期的に開催し、各種イベントの企画、運営、占用手

続きを行っている。

※鳥取市提供

関連事業

事業効果

整備内容

都市再生整備計画（鳥取駅周辺地区）の全体（高質空間形成事業 1路線，地域生活基盤施設 1路線等）
に対しての効果。※事業期間中のため、計画値のみ

指標

歩行者交通量

街歩き環境満足度

区域内人口

従前値

14,030
（H20）

14
（H21）

10,699
（H21）

目標値

14,600
（H26）

30
（H26）

11,000
（H26）

単位

人

％

人

数値

－

－

－

目標達成度

－

－

－

▲特例道路占用の状況

▲開閉可能な大屋根 ※鳥取市提供

※鳥取市提供 ▲大屋根の演出照明▲ベンチ ※鳥取市提供
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概要

基本情報

ほっしょうじ通り

・路線名 ：市道 本通り東線
・区間 ：米子市法勝寺町地内
・延長 ：0.12㎞
・道路規格：歩行者自転車専用道路
・幅員 ：5.6ｍ
・設計速度：－
・検討体制：法勝寺町商業環境整備コンセンサス委員会
・事業段階：維持管理
・事業年度：2009～2010年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：景観計画区域
・事業者 ：（株）法勝寺町

法勝寺町商店会は、ＪＲ米子駅から北東へ500ｍにあ
り、Ｌ字型商店街のほぼ中央に位置している。昭和47年
にアーケードが整備されたが、近年、郊外における大型
店の建設や増床が行われ、商店街における営業店舗の集
積密度の低下が顕著であった。
そこで、老朽化したアーケードの撤去を契機に、路面

整備や街路灯の設置など、通りの商業環境を整備すると
ともに、空き店舗への出店誘発や来訪者の滞在時間増加
など、にぎわい回復の仕掛けづくりに取り組んだもので
ある。

① 商店街の有志による整備計画の立案、及び事業の実施

② アーケード撤去に併せて緑地帯を設置する等、快適な歩行者空間を創出

③ 昔ながらの町並みを引き立てる曲線の歩道線形を採用

事例のポイント

事
例
の
特
徴

鳥
取
県

米
子
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

米子駅

9

482

181
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※「よなご・かえる通信 第3号」抜粋

鳥
取
県

米
子
市

<背景>

米子市の中心商店街では、郊外における大型
店の進出等を受け、歩行者通行量の減少、営業
店舗の減少、商業販売額の減少など、中心市街
地の商店街が本来持つべき「賑わい」が急速に
失われていた。

その後、法勝寺町商店街では、台風による
アーケードの破損を期に、修繕ではなく、撤去
する方針を選択した。

<目的>

アーケード撤去を契機に、シャッター通りと
なっている商店街の「暗い」・「さみしい」・
「閉塞感」といったイメージを一新し、明るさ
や開放感を創出することを目指した。また、
「歩いていて、どこか懐かしいまち」をコンセ
プトに、路面、街路灯、ファサードの整備に着
手し、商店街を内部空間から、外部空間へ変貌
させることを目標とした。

＜検討体制＞

事業の実施にあたり、補助事業者（㈱法勝寺
町）、米子市、米子商工会議所および米子市中
心市街地活性化協議会の連携の下、検討委員会
を立ち上げ、課題の整理を行った。

なお、利害関係者の協議は、法勝寺町商店会
の協力の下、検討委員会の中で行われた。

ほっしょうじ通り

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

※米子市提供
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・アーケードの撤去
暗いイメージのアーケードを撤去し、開放的な歩行空間を創出した。

・路面整備
緊急車両の通行に支障のない舗装幅員を確保した上で、やさしい曲線形のスラローム歩道を整備した。

その他、自然を意識したブロックを敷き詰め、昔ながらの町並みが持つ情緒感を演出するとともに、店舗
前は芝生空間とすることで、緑を基調としたうるおいを演出した。

・照明・植栽整備
防犯灯のほかに、石彫刻を用いたフットライトを設置し、日本庭園をモチーフにした光の演出を施した。

また、植栽や移動式プランター（鉢植え植栽）を設置することで、癒やしの空間を演出している。

・休憩施設の設置など
来訪者の滞留空間を確保する仕掛けとして、ベンチ、水飲み場を整備した。また、回遊を促す仕掛けと

して、ストーリー性のある石彫刻を通りの各所に設置している。

※ 調査協力：米子市 企画部 地域政策課 中心市街地活性化推進室
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▲スラローム型の舗装、芝生整備、鉢植え植栽

・三連蔵ショップ＆ギャラリー事業
町内の古い蔵を整備して、多目的スペースなどをつくり、新たにテナントを誘致している。

・周辺商店街への整備の波及
ほっしょうじ通りの整備を受け、隣接する元町通り商店街でも、アーケードの撤去と併せて同様の思想

に基づくコミュニティ道路の整備が実施された。

関連事業

事業効果

整備内容

歩行者交通量 商店街景観満足度（アンケート）

▲三連蔵ショップ&ギャラリー ▲ほっしょうじ通りへの新規出店▲元町通り商店街の商業環境整備

▲休憩施設、石彫刻▲低位置照明

整備後、通り一帯の歩行者交通量が増加するとともに、街並みに対する満足度が高まっている。
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概要

基本情報

宍道湖夕日スポット

・路線名 ：国道9号
・区間 ：松江市袖師町～同市嫁島町
・延長 ：0.42㎞
・道路規格：第3種第2級
・幅員 ：20.6ｍ（代表）
・設計速度：60㎞/h
・検討体制：松江市デザイン委員会

（委員長 篠原修 東京大学教授）

・事業段階：維持管理
・事業年度：2001～2006年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：景観重要公共施設
・事業者 ：中国地方整備局 出雲河川事務所,

松江国道事務所,松江市

宍道湖東岸の国道９号は、宍道湖を背景に嫁ヶ島を望
む夕景が大変美しく、観賞・写真撮影等を行う観光客・
市民が訪れるポイントとなっている。しかしながら、歩
道が狭く（最小1.5m程度）来訪者と歩行者・自転車が輻
輳するとともに、来訪者による路上駐車が通行車両の支
障となっていた。
そこで、歩行者・自転車及び通行車両の安全を確保す

るとともに、新たな観光スポットとして観賞・撮影者が
安心して利用できるたまり場を設けるべく、道路と河
川・公園の一体的な整備を行ったものである。

① 道路、河川、公園の一体的な整備により、地域資源を活かした観光拠点を創出

② 公園側と湖岸側に駐車場を整備することで、路上駐車を解消

③ 水際歩道と階段護岸、テラス、上屋が一体となった空間デザイン

事例のポイント

事
例
の
特
徴

島
根
県

松
江
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

松江駅

宍道湖

9

432
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<背景・目的>

宍道湖を背景に嫁ヶ島を望む夕日は大変美し
く、湖畔沿いの国道９号には多くの観賞者・撮
影者が訪れている。

しかしながら、狭小な歩道で一般通行者と観
光客が輻輳し、歩行者が歩道にはみ出るなど危
険な状況にあった。また、付近に駐車場がなく、
路上駐車が多いことをはじめ、観光資源を十分
に活かしきれていない状況にあった。

このため、環境・景観に配慮したインフラ整
備を行い、観光資源の魅力を高める「宍道湖夕
日スポット整備」が計画された。

＜事業実施上のポイント＞

当該地区は宍道湖、国道９号、
都市公園が隣接しており、各管
理者に課せられた整備条件の下
で、相互に連携・調整を図りな
がら事業を進める必要があった。

また、夕日の観賞スポットと
して地域住民に親しまれている
場所であることから、整備のあ
り方について市民の声を聞き、
地域に求められる環境整備を目
指し、市民参加を取り入れた環
境整備を進めていった。

＜検討体制＞

市民・利用者の意見を収集す
るため、市民ワーキングを実施
した。

基本計画の作成にあたっては、
ＮＰＯ法人（地元公民館代表者，
協同組合松江卸センター代表者，
島根県景観アドバイザー，島根
県写真作家協会代表者，松江旅
館ホテル組合代表者など）が主
体となり、地元住民を含め、計
画案に対する意見・提案を募っ
た。

＜デザイン検討＞

横断地下道の上屋が、湖畔の
景観に対するアクセントとなる
ことから、「松江市デザイン委
員会」にて審議を行った。

宍道湖夕日スポット

※松江国道事務所提供

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

※松江国道事務所提供
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十分な歩道幅員や横断地下道が確保されたことで、歩行者が安全に通行することができるようになった。
また、駐車場整備により路上駐車が抑制され、周辺の交通が円滑になっている。

・夕日テラス
多くの観賞者・撮影者が訪れる範囲に、延長約100ｍ、幅約11ｍの「夕日テラス」を整備した。その他、

通行人と鑑賞者・撮影者が混雑しないよう、前後の狭い歩道を幅3ｍに広げ、安全かつ安心して利用でき
る歩道空間を整備した。また、夕日テラスから水際歩道に降りる階段護岸は、座って鑑賞できるようにス
テップベンチとなっている。

※ 調査協力：国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所 計画課
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▲駐車場

・水際歩道（出雲河川事務所）
幅員3ｍを確保することで、大人４人が並んで歩ける、ゆとりある水辺空間とした。

・横断地下道（松江国道事務所）
公園側駐車場から夕日テラスへ直接アクセスできるように、国道を横断する地下道を整備するとともに、

車椅子の利用にも配慮して、エレベーターを設置した。また、テラス側では、エレベータと横断地下道の
上屋が連結されており、屋根付きの休憩スペースとして利用することができる。

・公園再整備・駐車場（松江市，松江国道事務所）
夕日の観賞者・撮影者および公園利用者のため、駐車場を整備した。周辺の駐車場と合わせて、観光

客・市民の需要に応える規模とするべく、公園側に小型自動車22台と大型自動車2台、湖岸側に小型自動
車10台を確保している。
なお、駐車場には「とるぱ」の標示を設け、初めて訪れた観光客向けに観光スポットを顕在化するとと

もに、迷走・脇見運転、Ｕターンや路肩駐車などの抑制に貢献している。

関連事業

事業効果

整備内容

▲夕日テラス

▲横断地下道

▲水際歩道
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概要

基本情報

玉造温泉地区道路

・路線名 ：市道 湯町玉造線
・区間 ：松江市玉湯町玉造地内
・延長 ：0.67㎞
・道路規格：第4種第3級
・幅員 ：6.0ｍ
・設計速度：30㎞/h
・検討体制：玉造温泉街活性化プロジェクト会議

松江市景観審議会（デザイン委員会）
・事業段階：維持管理
・事業年度：2007～2011年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：景観計画区域
・事業者 ：松江市

玉造温泉は、玉湯川に沿って広がっている山陰屈指の
温泉街である。しかし、近年は観光客の減少や旅館の大
型化などの影響から、温泉街に賑わいが失われてきてい
た。また、右岸道路では歩行者空間が不足しているほか、
左岸道路では自動車が混入しており、歩行者にとって危
険な状況であった。
このため、平成17年に「くらしのみちゾーン」の指定

を受け、一方通行や自転車歩行者専用の規制、及び路面
整備を実施し、観光客が安心してまち歩きできる歩行者
空間の創出に取り組んだものである。

① 並行路線へ通過交通を転換することで、まちなかにおける一方通行化を実現

② 沿道の状況を踏まえ、右岸では車道幅員を削減、左岸では自転車歩行者道を整備

③ ポケットパークやイベントスペース等を整備し、回遊性を向上

事例のポイント

事
例
の
特
徴

島
根
県

松
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手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的
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島
根
県

松
江
市

<背景>

観光客が減少したほか、まち歩きをしなく
なったため、お土産物屋や娯楽施設などの商業
系施設が減少、空き店舗が目立つことで、温泉
街全体のイメージダウンが懸念されていた。ま
た、温泉街のメインストリートである右岸道路
は、幅員が狭い上に、バスが対面通行しており、
安心して歩くことが困難な状況であった。

<目的>

来訪者がそぞろ歩く環境づくりを行うことで、
歩行者の回遊性や温泉街の賑わいの向上を目指
すものである。また、玉湯川を中心に温泉旅館
が集まる、景観資源に恵まれた温泉街であるこ
とから、温泉街に備わる景観美を活かす取り組
みを行う。

＜検討体制＞

自治会、商工会、観光協会、旅館組合等の代表による「玉造温泉街活性化プロジェクト会議」を立ち上
げ、地元間および行政との調整を行った。

・温泉街賑わい創出実行委員会：温泉街の賑わい創出事業（ソフト）に積極的に取り組む。
関係団体が役割を明確にし、連携の下に事業を進める。

・玉造温泉街基盤整備事業推進委員会：松江市が計画する温泉街基盤整備事業に対し、玉造らしさを演
出し、賑わいを再生するための歩行環境、景観整備などについて提案する。

・松江市景観審議会（デザイン委員会）：道路空間のデザインを審議する。

玉造温泉地区道路

▲セルフタイマーで撮影できる
「カメラお助け台」

＜事業実施上のポイント＞

ハード整備だけでなく、観光客の誘致は民間、社会基盤の
整備は行政という役割分担の下、官民協働による地区再生ま
ちづくりに取り組んでいる。

個々の旅館および旅館組合において、独自に集客力アップ
のための様々な検討を行うとともに、出来ることから取り組
むなど、地区のまちづくりに対する機運が高まっている。

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

▲女性をターゲットとしたパンフレット
▲NPO法人湯の郷たまゆが中心に運営する
湯茶サービスを行う「おすそわけ茶屋」
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都市再生整備計画（玉造地区）の全体（高質空間形成事業2路線ほか）に対しての効果

・交通規制の変更、石張り風舗装
観光客が安心してまち歩きできる安全な歩行空間を確保するため、右

岸道路（湯町玉造線）における時間規制の一方通行化のほか、左岸道路
（玉湯川筋線）における自転車歩行者専用の交通規制を実施した。
交通規制を変更するにあたり、代替手段として並行する主要地方道を

利用するよう、分岐部における通過車両の誘導を行う等、社会実験の中
で事前の周知を行った。
なお、右岸道路（湯町玉造線）の舗装は、歩行者優先道路であること

を示す舗装材とすることとしつつ、旅館から入出庫する大型バスの切り
返しが多いことから、維持管理にも配慮して、石張り舗装に見える目地
入りのコンクリート舗装を採用している。

※ 調査協力：松江市 歴史まちづくり部 都市政策課 市街地整備係
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▲湯町玉造線の時間規制の一方通行化

・ポケットパーク整備
散策の途中に安心して休憩できる場所として、ベンチや四阿、地域資源を活かした足湯や手湯、オブ

ジェ等を設置している。

※松江市提供

関連事業

事業効果

整備内容

指標

観光客の歩行者数

観光客の地区内散策
時の満足度

温泉街において、歩
行者が車に対して、
危険だと感じる割合

従前値

715
（H17）

25.1
（H16）

66.4
（H17）

目標値

787
（H23）

35.1
（〃）

46.4
（〃）

単位

人／7h

％

％

数値

805
（H24）

76.7
（〃）

29.0
（〃）

目標達成度

◯

◯

◯

▲ポケットパーク（千代の湯前）

▲玉湯川筋線における自転車歩行者専用規制

▲イベントステージへの電源整備▲ポケットパーク（湯薬師橋交差点）
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概要

基本情報

神門通り

・路線名 ：一般県道 斐川出雲大社線
・区間 ：出雲市大社町杵築南地内
・延長 ：0.33㎞
・道路規格：第４種第４級
・幅員 ：12.0ｍ
・設計速度：30㎞/h
・検討体制：道づくりワークショップ

（委員長 桑子敏雄 東京工業大学教授）

・事業段階：維持管理
・事業年度：2010～2012年度（1期工事）
・用途地域：商業地域
・地域地区： －
・景観計画：景観重要公共施設
・事業者 ：島根県 出雲県土整備事務所

神門通りは、出雲大社の参詣道として開設された道路
で、参詣客の往来が絶えなかったが、車社会到来ととも
に歩行者が減り、往時の賑わいが失われつつあった。
そこで、出雲大社御本殿の「平成の大遷宮」を迎える

にあたり、一畑電車出雲大社前駅から大社入口までの
330ｍ区間を、観光客の安全と歩きやすさに配慮した
「シェアドスペース」として整備するとともに、島根県、
出雲市、地元が一体となり、地域特性を活かした街並み
の形成に取り組むことで、出雲大社の参詣道再生を図っ
たものである。

① 観光バスの自主的な一方通行化に併せ、車道幅員の削減と歩行空間の拡張を実現

② 舗装パターンによるイメージ狭さくを用いた、車両速度の抑制

③ ストリートファニチャーなどのトータルデザインと沿道のポケットポーク整備

事例のポイント

事
例
の
特
徴

島
根
県

出
雲
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

出雲大社前駅

431
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※出雲県土整備事務所提供
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※出雲県土整備事務所提供

BEFORE

AFTER
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島
根
県

出
雲
市

<背景>

神門通りは、島根県の代表的な観光地である
出雲大社の参詣道として約100年前に開設され、
沿道は参拝客の往来により栄えてきたが、その
後自動車による参拝が一般化すると、歩行者の
往来は減り、沿道の賑わいが失われつつあった。

<目的>

平成25年の出雲大社御本殿の「平成の大遷
宮」を好機と捉え、出雲大社の門前にふさわし
い風格と賑わいのある通りとして再生するべく、
計画策定から道路整備まで、島根県、出雲市、
地元が一体となって参詣道の再生に取り組んだ。

＜検討体制＞

沿道住民のための生活交通の利便性確保と、観光客のための賑わ
い創出・安全性向上の両立が求められた。これらの課題を解決する
にあたり、沿道住民・沿道店舗・観光客をはじめとする全ての関係
者の意見・アイディアを参考にしながら計画策定を行うべく、ワー
クショップを用いながら、出雲大社の参詣道にふさわしい道路計画
と景観整備を検討した。

神門通り

▲検討体制

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

▲ ▲デザインワークショップ：現地見試し状況（石畳，照明の確認）

※出雲県土整備事務所提供340



・特区制度の活用による道路占用手続き等の簡素化
「道づかい」による賑わい創出を推進するため、道路敷（歩行空

間）に置座等を並べることを認める特区の認定を受けたことにより、
道路占用手続き等を簡素化された。

・幅員構成・石張り舗装
道路の全幅12ｍの「使い方」を見直し、路側帯を拡幅した分、車

道を削減し、中央線を消去したほか、石張り舗装により速度抑制を
図っている。石張りは、大社境内の参道との連続性を意識し、大判の
石材を縦向きに敷き並べている。路側帯と車道で異なる張り方を採用
し、路側帯のパターンが車道側に若干はみ出すことで、車道部が狭く
見える視覚的な効果を狙っている。

※ 調査協力：島根県 出雲県土整備事務所 土木工務部 都市整備課 都市整備係
※ 参考文献：第26回 全国街路事業コンクール応募資料
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・照明・サイン
照明は、参道としての神聖さと賑わいを演出するべく、清楚で素朴

なデザインとしている。
出雲市によって設置されたサインについては、サインそのものが景

観の阻害にならないようシンプルかつ、照明や信号機などの道路付属
物と調和したデザインとしている。

・坂道区間のデザイン
勢溜交差点付近は約8％の急勾配となっていることから、大雨や凍

結時の歩きやすさを配慮し、民地側に階段と緩やかな平場を組み合わ
せたサブの歩行者動線を設けている。これにより、歩行者の安全性と
利便性を確保するとともに、沿道商業者にとっても、街路と敷地をつ
なぎやすくなったことで、スペースを有効に使うことができる等のメ
リットが生まれている。

▲ポール照明

・ポケットパーク「縁結びスクエア」

門前の賑わいを通りの南へと繋げていくため、登録文化財である出
雲大社前駅 駅舎に隣接したポケットパークを整備している。旧型車
両「デハニ50形」の展示スペースや、駅舎を活用したカフェレスト
ラン、観光客と住民の休息・交流の場となる広場などを一体的な空間
としてデザインしている。

・沿道建物の修景に対する市の助成制度の活用
30年後、50年後を見据え、市と地元が協働で修景基準を策定し、

建替えに関する景観助成制度（出雲市）などを活用しながら、統一感
あるまち並みづくりを進めている。住居や店舗の建替えを行う際の配
慮事項をまとめたガイドラインは、住民の意見を尊重するべく、出雲
市が委員会を設置して検討を行った。

※岩手県提供

関連事業

事業効果

整備内容

※出雲県土整備事務所提供

▲

※出雲県土整備事務所提供

▲
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広
島
駅

概要

基本情報

二葉の里地区 区画道路5号線

・路線名 ：市道 東5区6号線（区画道路5号線）
・区間 ：広島市東区二葉の里地内
・延長 ：0.7㎞（土地区画整理事業 13.8ha）
・道路規格：第4種第2級
・幅員 ：11.5ｍ
・設計速度：40㎞/h
・検討体制：二葉の里地区まちづくり推進協議会

広島駅新幹線口エリアマネジメンント
推進調整会議

・事業段階：維持管理
・事業年度：2010～2013年度
・用途地域：近隣商業地域
・地域地区：地区計画
・景観計画：景観計画重点地区
・事業者 ：独立行政法人 都市再生機構

広島駅新幹線口の二葉の里地区では、大規模な低・未
利用地を擁し、高い開発ポテンシャルを持つことから、
区画整理事業による多機能拠点の整備が計画された。
このうち、地区の北端に位置する区画道路５号線は、

二葉山麓に点在する寺社・史跡を結ぶ「二葉の里歴史の
散歩道」を構成することから、自然や歴史に配慮した道
路空間の創出が求められていた。
このため、歩道と沿道の緑地・公園を一体的に整備し、

まちづくり活動の舞台となる、ゆとりある歩行者空間を
創出したものである。

① 土地区画整理事業に伴う片側拡幅により歩道を拡張

② 沿道に緑地や公園を設置し、既存市街地への圧迫感を軽減

③ 歩道の植栽帯と沿道のセットバック部を一体的な緑地空間として整備

事例のポイント

事
例
の
特
徴

広
島
県

広
島
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的
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※「二葉の里地区まちづくりガイドライン」提供
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※広島市提供

BEFORE

AFTER

歴史・文化軸の整備イメージ二葉の里まちの骨格イメージ（まちづくり基本計画）
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県

広
島
市

<背景>

広島駅新幹線口の二葉の里地区では、大規模
な低・未利用地を擁し、高い開発ポテンシャル
を持つことから、複合施設の整備を通じた多機
能拠点の形成が望まれていた。平成15年、広島
駅周辺地域が「都市再生緊急整備地域」に指定
されたことを受け、土地区画整理事業などによ
るまちづくりが進められることとなった。

計画にあたり、地区北側の二葉山麓に由緒あ
る寺社・史跡が点在し、これらを結ぶ全長11km
の「二葉の里歴史の散歩道」が隣接することか
ら、自然や歴史に配慮した都市空間の形成が求
められていた。

<目的>

地区の北端に位置する区画道路５号線は、散
策路としてゆとりある歩行者空間を整備し、地
域のまちづくり活動の舞台を創出するとともに、
沿道の景観誘導や緑化・修景を通じ、散歩道の
雰囲気を向上させることを図った。

＜検討体制＞

事業関係者からなる「二葉の里地区まちづく
り推進協議会」を設立し、「まちづくり基本計
画」の策定、及び同計画の具体化等について協
議・調整を行った。

なお、公園・緑地の計画にあたり、周辺町内
会や「二葉の里歴史の散歩道」を舞台に活動す
るＮＰＯ法人の参画を得て、ワークショップ形
式の検討会を開催し、整備や利活用・運営のあ
り方を検討している。

＜推進体制＞

関係者の連携・協働によるまちづくりを進め
るため、「広島駅新幹線口エリアマネジメント
推進調整会議」を組織し、「まちづくりガイド
ライン」策定、事業PRやイベント企画を行った。

開発後も、セットバック部の一体管理やイベ
ントの開催等を通じ、魅力的で付加価値の高い
まちづくりを図るため、住民、事業主、地権者
等による自主的なエリアマネジメントの体制構
築に取り組んでいる。

二葉の里地区 区画道路5号線

※「広島二葉の里まちづくり
のあゆみ」提供

手
段

目
的

背景・目的

実施体制

＜事業実施上のポイント＞

「まちづくり基本計画」に基づきながら、開発事業者をはじめとする事業関係者が連携してまちづくり
を進められるよう、地区計画を定めるとともに、土地利用や空間構成に関する具体的なルール・指針を示
した「まちづくりガイドライン」を策定した。

また、上記の２つの組織を中心に、様々な関係者が連携・協働しながら、計画段階から施工・維持管理
に向けた、エリアマネジメント活動を推進している。

▲ワークショップの様子
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・歩道と一体となった緑地・公園の整備
開発地区と既存市街地の間にオープンスペース

を確保するため、建築物のセットバックを図りな
がら、歩道と沿道の緑地・街区公園の一体的な整
備を行っている。
なお、緑地・公園の整備については、自生する

クスノキを保全した街区公園の整備等、ワーク
ショップにおける地域住民らのアイデアが実現し
た。

※ 調査協力：広島市 都市整備局 都市機能調整部 広島駅周辺地区整備担当
独立行政法人 都市再生機構 都市再生業務部 広島都市再生事務所

※ 参考文献：広島二葉の里まちづくりのあゆみ（平成26年11月）
二葉の里地区まちづくりガイドライン（平成25年5月改訂版）
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▲自生するクスノキをシンボルとした
街区公園
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・歴史の散歩道にふさわしい統一感のあるデザイン
サインや照明灯などの施設は、歴史の散歩道にふさわしい統一感のあるデザインとした。
なお、建築物や工作物、屋外空間などのデザインについても、「まちづくりガイドライン」の運用を通

じ、デザインの統一や色彩のコントロールを図っている。

・土地区画整理事業によるその他の路線の整備
現道拡幅による整備を行う都市計画道路常盤橋若草線や、広島高速５号線が接続する「桜の馬場軸」に

おいても、区画街路５号線と同様、建築物のセットバックを行い、沿道のオープンスペースと歩道が一体
となった快適な歩行者空間の創出を図っている。

※「まちづくりガイドライン」提供

・広島駅自由通路、新幹線口ペデストリアンデッキなどの整備
広島駅周辺における歩行者回遊性を向上させるため、ＪＲ広島駅の南口と新幹線口を連絡する広島駅自

由通路と新幹線口ペデストリアンデッキの整備を行っている。また、新幹線口の交通混雑を緩和するため、
新幹線口広場の再整備を行っている。
ユニバーサルデザインに配慮した歩きやすい歩行者空間の整備を通じた、広島駅周辺地区の利便性向上、

及び駅ナカ開発による新たな賑わいの創出が期待されている。

※広島市提供

関連事業

整備内容

▲要所に配置されたサインやベンチ ▲歩道照明 ▲埋め込みサイン▲歩道沿いの緑地

▲拡張整備された（都）常磐橋若草線 ▲広島駅自由通路のイメージ図
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概要

基本情報

蔵本通り

・路線名 ：市道 宝町本通線
・区間 ：呉市中央地内
・延長 ：1.2㎞
・道路規格：第4種第1級
・幅員 ：56.0ｍ
・設計速度：60㎞/h
・検討体制：都市景観形成モデル事業調査委員会
・事業段階：維持管理
・事業年度：1983～1988年度
・用途地域：商業地域
・地域地区：－
・景観計画：景観重要公共施設
・事業者 ：呉市

呉市の中心部に位置する蔵本通りは、市の主要な幹線
道路の一つで、沿道には市役所や図書館・文化ホールな
どが立地している。
昭和50年代後半、都市景観形成モデル事業の一環とし

て、上下６車線から４車線への変更、歩行者空間の拡幅、
および隣接する公園や河川を含めた一体的な整備が行わ
れた。
また、蔵本通りの整備に伴い、戦後、市内に点在して

いた屋台を道路に隣接する公園区域へと集約し、現在で
は呉市の名所として親しまれている。

① 車線数の削減により捻出された余剰空間を隣接の公園へ還元

② 公園と一体となった幅広の歩道・広場を整備し、緑豊かな賑わい空間を創出

③ 道路から公園に用途変更した敷地に、屋台設置のためのインフラを整備

事例のポイント

事
例
の
特
徴

広
島
県

呉
市

手
段

位置図（ S=1/25,000 ）

目
的

呉
駅
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※呉市提供
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広
島
県

呉
市

<背景>

昭和50年代後半、全国的に快適なまちづくり
の機運が高まり、当時の建設省は都市景観形成
モデル事業に着手した。

呉市では、市民からの要請を受けて都市景観
形成モデル事業に着手し、基本計画を策定した。
このなかで、呉市の中心部である中央地区をモ
デル地区とした具体的な計画が立案された。

また、市内に点在していた屋台を集約・整理
することも、当時、課題となっていた。

<目的>

呉市の新しい顔としての魅力づくりのため、
道路空間の再構築を図るとともに、隣接する公
園、河川、公共施設との一体的な整備を行い、
開放感あふれる緑豊かな都市空間の創出を計画
した。また、併せて、市内に点在する屋台を集
約することで、にぎわい拠点の創出を目指した。

＜検討体制＞

・都市景観形成モデル事業調査委員会
旧建設省都市局および協力委員（広島県、呉市）で構成される委員会を立ち上げ、モデル地区の概要、

蔵本通り基本計画、都市景観形成基本計画について検討を行った。

＜事業実施上のポイント＞

検討が始まった昭和50年代後半には先駆的な取り組みであった「都市景観形成モデル事業」として、
景観形成方針や施設整備に関する具体的な検討を進めていった。「花の広場」では、市内の小学生にイ
メージを募集するなど、市民参加の道・公園づくりに取り組んだ。

また、公園や河川との一体的な整備に加え、屋台店舗数が減少した場合の追加募集も含め、呉市の貴重
な観光資源である屋台によるにぎわい拠点づくりを検討した。

蔵本通り

▲屋台

・屋台の設置
道路上の屋台は、通行や衛生、美観上の問題から全国的に減少しているが、呉

市では、蔵本通りの整備に併せて屋台組合と交渉し、当市の貴重な観光資源で
あった屋台を存続させる方針のもと、屋台によるにぎわいづくりに積極的に取り
組んできた。
屋台の集約にあたっては、屋台設置箇所を道路区域から公園区域へ変更し、道

路占用・道路使用許可を不要とすることで、屋台設置の合法化を図った。また、
屋台専用の給排水設備、電源コンセント等を収納した設備ユニットを整備するな
どの整備上の工夫がなされた。
屋台は恒常的営業（夜間のみ）で、各事業者は、公園占用許可および営業許可

を受けて営業を行っている。平成4年から、蔵本通りを利用した「食」に関する
イベント「くれ食の祭典」を開催し、毎年多くの来訪者でにぎわいを見せている。
なお、整備完成当時には20店舗あった屋台も年々減少し、平成14年度には8店

舗となったが、その後新規屋台を公募し、にぎわい拠点の活性化に努めている。
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※呉市提供

※呉市提供
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・道路空間の再構築による歩行者空間の拡幅と無電柱化
６車線の道路を４車線に削減することで生じた余剰の空間を、隣接する都市公園区域に取り込むなど、

道路・公園・河川事業の複合事業として一体的に整備し、電線類の地中化なども合わせて開放感あふれる
緑豊かな都市空間を創出している。
なお、車線数の削減については、交通需要の予測上問題ないとされたことに加え、道路横断距離が短く

なることで歩行者の安全性も高まることから実現した。

・屋台の集約配置
再構築により生まれた「こもれび広場」の歩道上に屋台を集約配置し、にぎわい拠点とした。また、屋

台に供給する電気・水道・下水道設備は、ベンチ下の扉内に収納する等の工夫を施した。

・ゾーニングによる空間構成
通り全体を、海側から「出会いのゾーン」・「集いのゾーン」・「憩いのゾーン」に区分し、その中に、

出会いの広場、水の広場、こもれび広場、花の広場などの個性的な広場空間を配置した。

※ 調査協力：呉市 都市部 都市計画課
※ 参考文献：（社）日本都市計画学会。中国四国支部ニュースレター第16号（平成19年10月）
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▲屋台設置スペース（白線内）

整備内容

▲河川テラス ▲屋台への水道・電気・下水道設備ユニットを収納したベンチ

▲公園と一体となった歩道整備
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